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「自分の可能性が
 無限大に
 広がります！」

● 電通大100周年によせて
● 情報理工学分野における女性の躍進と
電気通信大学100年の歩み

● 就職率100%

電通大女子の就職は
全国トップレベル

● UEC WOMANストーリー
● 大学生活のこと教えて！
● 未来をつくる研究
● 留学体験レポート
● 電気通信大学なんでもQ&A

● 女子学生のための支援と環境
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UEC WOMANは
100年間で2500人に
ి௨େ100पʹΑͤͯɹঁߍߴࢠੜͷΈͳ Μ͞
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　理工系の知識や技術を身につけて社会
の中で活躍していくことは、とても充実感の
得られるものです。
　自分で深く考え、仮説を立て、事実を系
統的に実証することは理工系の学問や研究
だからこそ味わえるもので、何事にもかえが
たいおもしろみがあります。
　これは社会に出てからも続いていきます。た
とえば、サービス・サイエンス分野の人たちに
とって、実証の結果、それがサービス製品化
され、世の中に出るという醍醐味と興奮感
はとてつもなく大きいものに違いありません。
　女子学生のみなさんは、ぜひ女性が理系
の知識や技術を身につけることを誇りに思っ
てください。女性には女性だからこそ持てる
視点があり、それが自身にとっても、学問に
とっても、社会にとっても、新しいものを生み
出すチャンスに繋がる、私はそう考えています。
　電通大は100年の歴史の中で、情報理工
系の知識と技術の土台をしっかりともち、ま
じめで、質の高い仕事を着実にこなせ、か

つ柔軟性のある人材を育てています。とり
わけ女性は、強くしなやかに、時代の変化を
恐れずに社会の先端で活躍しようとしてい
ます。
　昨今では、女性が結婚・出産後も仕事を
続け、キャリアアップを図ることは当たり前
になってきました。
　これからの時代を担うみなさんは、ぜひ仕
事と生活の双方を充実させ、将来のパート
ナーや子どもたち、仕事や家庭で関わる人
たちと、よりよい関係性を築くのに何が必要
なのか、今から少しずつ考えてみてください。
　100周年を迎えた現在、電通大の情報理
工学分野は、これからの超スマート社会の中
心的役割を担うものとなってきています。未
来を創造し、自分の得意なことを活かし、自
己表現をしながら、身につけた情報理工系
の知識や技術で社会に貢献していくことは楽
しく、充実感を感じられることでしょう。ぜ
ひ電通大でそのような将来を切り開きましょ
う。ひらけ、INNOVATION!

　女性は結婚や子育てによって、10年、15

年という短いスパンで自身を取り巻く環境が
切り替わります。
　そのときそのときを、自分が変わっていく
チャンスと捉え、自分の才能をうまく活かせ
るよう、何を大切にするか、若い頃から考え
るようにしておくといいかもしれません。
　ひとつのキャリアを築き上げ続けることもで
きますし、子どもが生まれたら子育てをがん
ばる期間を持つなど、いったん休んでから
キャリアを再開する選択肢もあります。
　あるいは、キャリアを再出発させることも
できます。ずっと働き続けていても、結婚や
出産を機に独身時代とはやりたいことが変
わっていく可能性や、結婚や子育てで得た
経験を活かし、本当に自分のやりたかった
ことが見つかることもあるでしょう。
　理系の学問は社会に出てからも、さまざま

なシーンで重宝される機会が多く、人生の節
目においても大きな財産となるはずです。
　私のパートナーも、子育てが一段落して
から物理の教師にキャリアチェンジしました。
女性ならではの視点を活かした教育手法に
は、私には思いつかないようなものが多く、
目を見張ります。
　女性が働くことは普通の時代になりました
が、社会には女性の感性を活かす余地がま
だまだありそうです。一方、ものづくりという
観点では、元来の男性的で無骨なやり方に
も意味があります。
　電通大には男女の個性を尊重しあえる学
生が多く、互いに協力しあい、学びを深め
ています。ぜひこのような環境に身を置き、
ともに成長し、そしてよりよい社会作りに貢献
していって欲しい。そう願っています。
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1910年

1940年

1950年

1960年

1970年

1971年
（昭和46）
電子ػࢉܭ学Պに
女子学生͕
ॳΊͯೖ学

これまでも、これからも、
 果敢に、しなやかに

ใཧ学ʹ͓͚Δঁੑͷ༂ਐͱ
௨৴େ学  100ͷาΈؾి

1944年
（昭和19）

1970年
（昭和45）

1972年
（昭和47）

官立無線電信講習所女子部（第3部特科）を設置、2組100名入学

電子計算機学科を設置

初の女性教授誕生
（短期大学部通信工学科教授）

ແઢి৴ߨशॴͷঁࢠ学ੜ

1949年（昭和24）

新制大学
「電気通信大学」が発足

ত24ࠒͷਖ਼ʢࡏݱͷʣ

学ੜࢠঁ͏ߦ௨৴Λؾ

௴ ඒஐࢠઌੜ

1980年

1990年

2000年

1970年
（昭和45）

材料科学科に
女子学生が初めて
入学

1918年
（大正7）

前身となる無線電信
講習所を創設

1973年
（昭和48）
ॳのम࢜学Ґऔಘ
女子学生生

1991年
（平成2）
ॳのത࢜学Ґऔಘ
女子学生生

2009年
（平成21）

電気通信大学
「男女共同参画推進宣言」
表明

2013年
（平成25）
学෦女子学生ೖ学ऀ
100໊ΛॳΊͯ る͑

2011年
（平成23）

UEC WOMAN

奨学金制度発足

2015年
（平成27）

「女性活躍推進法」成立

2018年
（平成30）
電ؾ通৴大学
ཱ100प

1980年
（昭和55）

「男女雇用機会均等法」
成立

1999年
（平成11）

「男女共同参画基本法」
成立

冊子『UEC WOMAN』が刊行

2010年
（平成22）
म࢜女子学生ೖ学ऀ
50໊ΛॳΊͯ͑る

2012年
（平成24）

学内に保育所「どんぐり園」が開設

2014年
（平成26）

初の女性副学長誕生

2016年
（平成28）

ダイバーシティ事業採択
（日本科学技術振興機構）

ઌੜࢠެ ౻ࠤ

1970年代

SEやプログラマーとして活躍する女性が増加

　この時代になると、鉄鋼（工業化時代）に代わ
り半導体（情報化時代）が産業の基盤を表す「産
業の米」と呼ばれるようになります。
　シリコンバレーにおける半導体開発技術では
SEなど、それまでは男性領域とされていた分
野へ進出する女性も増えていきました。
　1970年代後半には、日本においても女子の大

学進学率が上昇し、地方から東京の大学に進学
する女子も増加。
　当時は証券会社や銀行などを中心にシステム
開発が進んだこともあり、女性もSEやプログラ

マーといった役割を担うようになっていきました。

ి௨େʹ௨͏ঁࢠ学ੜ

2010年

女性の代表的な仕事は
キーパンチャー

　1955（昭和30）年過ぎに信頼性の高いコン
ピュータが量産され、普及しはじめます。こ
の頃のコンピュータ関連における女性の仕事
はキーパンチャーが代表的なものでした。
　1960年代には国産のコンピュータが開発さ
れ、1965（昭和40）年を過ぎると情報化社会
への発展が加速。パーソナル・コンピュータ
も普及し、プログラマー、システム・エンジニ
ア（SE）など情報処理技術者の需要が激増し、
国家的な施策が要望されるようになりました。

1950～60年代

情報理工学系の女性が、
あらゆる分野で
活躍できる時代に
　AIへの応用が進む現在、情報理工学は、
機械工学や脳科学との融合など、情報技術の
すそ野の広がりにより、人文社会系も含んだあ
らゆる領域への進出を可能とし、女子学生の
卒業後の活躍の場は多方面にわたっています。

ʲ2000Ҏ߱の電通大OGのਐ࿏ʳ
ۚ༥૭ۀޱ։ൃʗSNSؔ࿈ιϑτΣΞͷ։ൃʗ٬ސใγεςϜͷσβΠϯʗిػϝʔ
Χʔʹ͓͚ΔใηΩϡϦςΟͷڀݚʗޫ௨৴ٕज़ͷڀݚ։ൃʗίϯϏχΤϯεετΞͷγεςϜ։
ൃʗήʔϜ։ ʢൃAIήʔϜ։ൃࢤʣʗిػϝʔΧʔڀݚॴʹ͓ Δ͚αʔϏε学ڀݚʢϩϘοτ
ը૾ೝࣝͷࢹʣʗޫϞδϡʔϧͷଌఆɾධՁʗεʔύʔίϯϐϡʔλͷ։ൃʗ์ૹہʹ͓͚Δ
Իɾใಓɾө૾ۀʗ࣭ྔੳͳͲΛ༻͍ͨੳۀʗӷথޫ学ૉࢠͷڀݚ։ൃʗࣗಈंձ
ࣾʹ͓͚ΔՊ学Λ྆ंͨͬධՁͷख๏ͷڀݚʗԽহͷ࣭อূڀݚʗLEDσόΠεͷ
ੳٕज़ڀݚॴʗଠཅిͷ։ൃͱ࣮༻ԽڀݚʗࣃՊثػͷ৽։ൃʗΦϑΟεి͚ػ
ͷ։ൃʗΠϯΫδΣοτϓϦϯλͷ։ൃʗҩྍʹؔΘΔ։ൃɹͳͲ

2000年代～
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情報技術の進化とともに、
女性の社会進出がさらに広がる

ʲ࣌の電通大OGのਐ࿏ʳ

　1980年代から1990年代になると、就職に際
して存在していた男女間の差が改善されていき
ます。
　情報技術分野におけるその背景としては、
法整備や好況による人手不足だけでなく、医
療機器、遺伝子解析へのスーパーコンピュー
タによる数値シミュレーション、宇宙科学、

流体力学、電気通信分野における通信機器
の発達など、情報通信技術における数学の
応用分野が広がったことで、専門知識や技術
をもっていれば男女を問われなくなったことが
考えられます。
　電通大においても女子学生の増加が顕著
になりました。

େ学ڭतʢڭҭใ学ɺը૾ॲཧΛ͔ࣝͨ͠׆ผγεςϜͷ։ൃʣʗωοτϫʔΫγεςϜ
։ൃʗۚ༥ܥγεςϜɾσʔλϕʔεӡ༻ࢧԉιϑτΤΞ։ൃʗϚϧνϝσΟΞαʔϏεͷ
࣭ධՁʗΠϯλʔωοτͷΠϯϑϥٕज़ɾϞσϧ։ൃʗγεςϜΤϯδχΞ部ͷཧ৬ʗςϨ
ϏہԻٕज़ऀʗมిॴͷอकɾࣄઃܭɾ༧ࢉཧʗిػϝʔΧʔͰͷࡒ୲ʗதߴɾ ɾ
େͷڭһɹͳͲ

1980～90年代
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電通大における女子学生の推移

女性研究者支援事業採択
（日本科学技術振興機構）

大学ॳのཱࠃ
電子ػࢉܭ学Պઃஔ
ɹి௨େͷిػࢉܭࢠ学Պɺࢉܭ
ͱԠ༻ʹ͍ͭͯɺϋʔυΣૅجͷػ
ΞͱιϑτΣΞ྆໘ʹΘͨͬͯ ͷڭ
ҭΛ͍ߦɺػࢉܭγεςϜͷઃܭ
ྗͱͦͷԠ༻ྗΛͭ࣋ਓࡐɺܭ
ͳͲΛҭ͢Δ͜ऀڀݚՊ学ͷػࢉ
ͱΛओࢫʹɺ1970ʢত45ʣʹઃ
ஔ͞Ε·͠ ͨɻ
ɹઐతใॲཧڭҭΛ͏ߦ学Պ͕
ઃஔ͞Εͨͷɺཱࠃେ学ͱ͠ ͯ͜ͷ
ॳΊͯͰͨ͠ɻ͕࣌
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加部 ɹి͕ࢲ௨େͷ学ੜͩͬͨࠒ
ɺঁࢠ学ੜͷൺ͕10ˋͰͨ͠ɻ
14ˋʹ·Ͱ্͕͍ͬͯΔͱฉࠓ
͖ɺ͍ͩͿঁ͍ͯ͑૿͕ࢠΔҹͰ
͢ɻक͞Μ͕ి௨େΛͨ͠ࢦͷ
ͲͷΑ͏ͳཧ༝Ͱ͔͢ɻ
鎮守 ɹখ学ੜͷ͔ࠒΒߍߴೖ学·
ͰϐΞϊΛश͍ͬͯͯɺத学Ͱਧ
ָ部ɺߍߴͰָݭ߹部ͱܰ
Ի学部ʹॴଐ͍ͯ͠·ͨ͠ɻ

加部 ɹখ͞ͳ͔ࠒΒԻָʹ͔͔ΘΓ
ଓ͚͍ͯͨͷͰ͢Ͷɻ
鎮守 ɹ͍ɻখ学ߍͷߴ学ʹͳΔ
Β͍͔ΒɺকདྷԻָʹ͔͔Θ͘ࠒ
Δࣄʹब͖͍ͨͳͱ͍ͯͯͬࢥɺ
ϥδΦDJͲ͏ͩΖ͏ͱͨ͑͜ߟ
ͱ͋Γ·͢ɻͦ͏͢Δͱจܥͷษ
Λͨ͠΄͏͕͍͍ͷͩΖ͏ͳͱڧ
ಘҙՊ͕ࢲͷͰ͕͢ɺͨͬࢥ
学ͩͬͨΜͰ͢ɻ
加部 ɹཧܥͷษڧ͍ͨ͠ͱ·Ε
ͨͷͰ͢Ͷɻ
鎮守 ɹͦ͏ͳΜͰ͢ɻߍߴͷࠒʹ
ҩྍʹڵຯ͕͋ͬͨͷͰɺҩ
ߦʹց学ՊػΔ࡞Λثػͷؔྍ
͘͜ͱ͑ߟ·ͨ͠ɻͰɺͬͺ
ΓԻָࣺͯΒΕͳ͍ɻ͋ΒͨΊͯ
ࣗͷΓ͍ͨ͜ͱΛͭݟΊͨ͠
ͱ͖ɺཧܥతΞϓϩʔνͰԻָʹ
͏ࢥΘΕΔํ๏ͳ͍ͩΖ͏͔ͱܞ

Α͏ʹͳΓɺԻڹઃܭԻڹ学
ͷಓʹͨͲΓண͖·ͨ͠ɻ
加部 ɹͳΔ΄Ͳɻ
鎮守 ɹͦΕͰେ学Λௐ͍ͯ͘͏
ͪɺεϐʔΧʔϚΠΫϩϑΥϯʹ
ؔ͢ΔڀݚΛ͍ͯ͠Δઌੜ͕ి௨େ
ʹ͍Βͬ͠ΌΔ͜ͱ͕Θ͔ΓɺͲ͏
ͯ͜͠ͷઌੜͷࣨڀݚʹೖΓͨ
͍ʂͱ͏ࢥΑ͏ʹͳΓɺి௨େΛड
Γ͕ࢲΔ͜ͱʹͨ͠ͷͰ͢ɻ͢ݧ
͍ͨͳͱ͍ࢥඳ͍͍ͯͨ͜ͱͱͽͬ
ͨΓͷࣨڀݚͰͨ͠ɻ
ɹՃ部͞ΜͲ͏ͯ͠ి௨େΛબ
ΕͨͷͰ͔͢ɻ
加部 ɹࢲཧܥͷՊ͕ಘҙͰ͠
ͨɻ͚ΕͲɺ͍࣌Ζ͍Ζͳ
͜ͱʹڵຯ͕͋Γɺେ学Ͱͳ͘ɺ
ઐ学ͯͬߦʹߍɺඒ༰ؔΛ学
΅͏ͱͨͬ͜ࢥͱ͋Γ·ͨ͠ɻ
ɹৼΓฦͬͯΈΔͱɺࣗࢲɺ͚ͬ
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͜͏ษ͖͕ͨͬͩڧΜͰ͢ͶɻͰ
ɺ学ੜͷͱ͖ษ͖͕ڧͳࣗ
ΛೝΊͨ͘ͳ͍部͋ͬͯɺ͖Β
ͼ͔ͳڵʹࣄຯΛͨͬ࣋ͷ͔
͠Ε·ͤΜɻ
鎮守 ɹͦ͏Ͱ͔ͨ͠ɻ
加部 ɹͰɺͬͺΓࣗษ͠ڧ
͍ͨɺ͏ͪΐͬͱࣗ୳͠Λͨ͠
͍ɻࢲक͞ΜͷΑ͏ʹ͖ͬΓ
ͱͨ͠ϏδϣϯΛ͍ͨͯͬ࣋ͷͰ
ͳ͘ɺࠓ後ͷ͕ࣗͲ͏ͳΔͷ͔ɺ
͏গ͠ۃݟΊ͍ͨͱ͍͏ͪ࣋ؾͰ
େ学୳͠Λ͠·ͨ͠ɻ
ɹి௨େʹܾΊͨͷཧܥͷେ学ͷ
தͰଟ͘ͷͷઌੜ͕͍Βͬ
͠ΌΔͨΊɺଟ࠼ͳબࢶͷத͔
ΒࣗͷՄੑΛνϣΠεͰ͖Δͱ
ΒͰ͢ɻཧղ͕͋Γɺ͔ͨͬࢥ
ͱͯྗڠతͰͨ͠ɻ

鎮守 ɹࡏ͕ࢲ੶͍ͯ͠Δᶗྨ͍Θ
ΏΔใܥͱݺΕ͍ͯΔͱ͜Ζ
ͰɺϓϩάϥϛϯάΛϝΠϯʹ学ͼ
·͢ɻ͕ࢲ͍ͯ͠ࢦΔࣨڀݚͷઌ
ੜɺϓϩάϥϛϯάΛͯ͠ۦɺ
ྟײͷ͋ΔԻͷ࠶ੜͳͲͷڀݚΛ
͞Ε͍ͯ·͢ɻͰɺࢲߍߴΛଔ
Δ·Ͱ·ͬͨ͘ϓϩάϥϛϯά͢ۀ
ͷ͕ݧܦͳͯ͘ɻ·ΘΓʹࣗͰ
ήʔϜΛͨͬ࡞ͱ͍͏ਓ͍Δதɺ
Ͳ͏͠Α͏ͱ͍ࢥ·ͨ͠ɻ
加部 ɹϋʔυϧͰ͔ͨ͠ɻ
鎮守 ɹ͍ʢসʣɻͰɺ͖ߦ͕ࢲ
͜͜ʹ͋Δɺ͏Δࣨڀݚ͍ͨ
͔͠ͳ͍ʂͦ͏ࣗΛฃཱ͍ͨͤ·
ͨ͠ɻ
ɹϓϩάϥϛϯάͷޠݴʹ͍Ζ͍
Ζͳछྨ͕͋ΔΜͰ͚͢Ͳɺେ学1

ͷ࠷ॳ͔Β3ͷۙ࠷·Ͱͣͬͱ
ษ͖ͨͯ͠ڧCޠݴʹ͍ͭͯɺԿ
͔͠ΒͷϓϩάϥϜΛ࡞ΕΔΑ͏ʹ
ͳΓ·ͨ͠ɻҰ൪࠷ॳ؆୯ͳϓϩ
άϥϜ͔Β࢝ΊͯɺԿΛ͢Ε͍͍
͔ͱ͍͏͜ͱΛશ部͍͍ͩͨͯ͑ڭ
ͨͷͰɺۤखͩͬͨࢲͰࠓࣗ৴
Λͯ࣋Δঢ়ଶͰ͢ɻ
加部 ɹૉΒ͍͠Ͱ͢Ͷʂ

鎮守 ɹϓϩάϥϛϯάͬͯҰɺା
খ࿏ʹ͍ࠐΉͱࣗͰൈ͚ग़ͤ
ͳ͍ͱ͜Ζ͕͋ΔͷͰɺ༑ୡʹͯݟ
Βͬͨ͜ͱ͋Γ·ͨ͠ɻ
ɹ༑ୡͬͯͬͺΓେࣄͰ͢ΑͶɻ
ి௨େঁࢠಉ士ͷԣͷͭͳ͕Γ͕
ͱͯ͘ڧɺ΄͔ͷΫϥεͷঁࢠͱ
ྑ͘ͳΕΔͷͰɺʮतۀͰͲΜ
ͳ͜ͱΛͬͨʁʯʮ͜ΕͬͯͲ͏
ͨ͠Β͍͍ͱ͏ࢥʁʯͳͲͷใަ
Ͱ͖·͢ɻʹܰؾ
加部 ɹࢲ·ΘΓͷਓͷαϙʔτΛ
ड͚ͳ͕Βɺڞʹ᛭ୖຏͭͭ͠学
ͼΛਂΊͨҹ͕͋Γ·͢ɻ
鎮守 ɹΘ͔Γ·͢ʂ
加部 ɹ࣌ͷిࢠ学Պࡐྉ͔ܥ
Βిࢠճ࿏ͳͲ෯͘学ͨͷͰ͢
͕ɺͬͺΓਅ໘ʹतۀΛฉ͍ͯɺ
͕Μͬͯษ͠ڧͳ͍ͱ͍͚ͳ͍͜
ͱ͔͋ͬͨͳͱ͍ࢥ·͢ɻ
鎮守 ɹͰɺͦΕ͕·ָ͍ͨ͠Ͱ͢
ΑͶɻՃ部͞ΜͲͪΒͷࣨڀݚʹ
ΕͨͷͰ͔͢ɻ͔ߦ
加部 ɹࣗ୳͠Λ͠ͳ͕Βେ学ੜ׆
Λૹ͍ͬͯͨࢲͰ͕͢ɺࣨڀݚΛ
ܾΊΔ3࣍ʹଟ࠼ͳબ͕ࢶ
͕͍ͬͯ·ͨ͠ɻి௨େͳΒະདྷͷ
બ͕͕ࢶΔͱࢲͨͬࢥͷಡΈ
ɺਖ਼͔ͬͨ͜͠ͱΛ৺͔Β࣮͠ײ
ͯʢসʣɻ
ɹࢲԽ学͕͖ͨͬͩ͜ͱ͋Γɺ
ͲͪΒ͔ͱ͍͏ͱࡐྉدܥΓͷಋ
ମؔڵ͘ڧʹຯΛͭ࣋Α͏ʹͳͬ
͍ͯ·ͨ͠ɻͦΕͰɺࣨڀݚಋ
ମσόΠεΛͨͬ࡞Γ͢ΔΑ͏ͳͱ
͜Ζʹॴଐ͠·ͨ͠ɻ

（左）現役生　鎮守 麻穂さん
ใཧ学Ҭ Iྨʢใܥʣ
ϝσΟΞใ学ϓϩάϥϜ3

େ学Ͱָݭ部ɺγϯησβΠϯڀݚ部
ͷ;ͨͭͷαʔΫϧΛֻ͚ͪ࣋ɻָݭ部
Ͱ部ΛΊΔɻόΠτݸผࢦಋࢣߨɻ

（右）OG　加部 彩さん
ۀ学Պ ଔࢠి ௨৴学部ؾి
େ学Ӄిؾ௨৴学ڀݚՊ
博士前期՝ఔमྃ ߈学ઐࢠి

2006ʹେ学ӃΛଔۀɺಉ4݄ʹѴԽ
ʹೖࣾɻେ学͔Βେ学Ӄमྃ·Ͱ͔ࣗ
Β1.5͚͔ͯؒ࣌௨学ɻΞϧόΠτ৺
Ͱͷങ͍Λָ͠ΉͳͲ学ੜੜ׆Λתɻ
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鎮守 ɹब৬׆ಈ͍͔͕Ͱ͔ͨ͠ɻ
加部 ɹ͕͋ۀا͍͖ͨߦΔͳΒɺब
৬ηϛφʔʹΛӡͿͳͲͯ͠ɺ૬
ஊ͢Δͷ͕͍͍ͱ͍ࢥ·͢ɻࢲѴ
Խʹ͍͖ͨߦͱ͍͏ڧ͕ͪ࣋ؾ
͔ͬͨͷͰɺੵۃతʹΞϐʔϧͯ͠ɺ
ి௨େ͔ΒѴԽʹਐΜͩOBͷํ
ʹ͍Ζ͍Ζ͠Λฉ͖·ͨ͠ɻ
ɹࢲকདྷͷՄੑΛେࣄʹ͢Δλ
ΠϓͳͷͰɺΤϨΫτϩχΫε͚ͩ
Ͱͳ͘ଟछଟ༷ͳۀࣄΛͬ࣋
͍ͯΔѴԽͰ͋ΕɺࣗͷՄ
ੑΛແݶେʹ͛ΒΕΔͷͰͳ͍
͔ɺͦ͏ͨͬࢥΜͰ͢ɻ
鎮守 ɹࠓͲͷΑ͏ͳ͓ࣄΛͯ͠
͍ΔͷͰ͔͢ɻ
加部 ɹಋମσόΠεʹ ؔ Δ͢ࣄ
Ͱɺڀݚ։ൃΛͯͬߦ ͍·͢ ɻେ学Ͱ
ͷ学ͼࣨڀݚͰͻͨΉ͖ʹڀݚʹ
औΓΜͩݧܦɺࣾձਓʹͳͬͯ
͔Βେ͍ʹ͍͖ͯ׆Δͱ͍ࢥ·͢ɻ
鎮守 ɹ݁ࠗ͝͞Εͯɺ͓͞ࢠΜ͍
Βͬ͠ΌΔΜͰ͢ΑͶɻࣄͱࢠҭ
ͯͷཱ͍྆ͨΜͰ͔͢ʁ
加部 ɹ͙͢ʹࣾձ෮ͯͨ͘͠ؼɺ࢈
後4ϱ݄Ͱ৬ʹΓ·ͨ͠ɻࢲͷ
߹ͱͯܙ·Ε͍ͯͯɺࢠͲ
͕ΒΈͷ͜ͱͰૣ͘ؼΒͳ͍ͱ͍͚
ͳ͍ͱ͖Ͱ·ΘΓʹͱ͔͘͏ݴ
ਓ͍·ͤΜɻ্࢘ཧղͯ͘͠Ε
͍ͯΔͷͰɺ͋ͱࣗͱͷಆ͍͔
ͳɻؒ࣌ͷΓ͘Γ͍ͨΜͰ͢

͚ͲɺࣗͰબΜͩಓͰ͔͢Βɻ
鎮守 ɹࢲ݁ࠗͱࢠҭ͍ͯͨ͠ͱ
ɻ͢·͍ͯͬࢥ
加部 ɹ࣮Λ͍͏ͱి௨େͷڀݚ
ࣨͰҰॹͩͬͨਓͳͷͰɺڀݚ͕ࢲ
࣮͖͕ݧͳ͜ͱΛΑ͘Θ͔ͬͯ
͍ͯɺࣄʹର͢Δ͍ࢥ࢟ʹͭ
͍ͯཧղͯ͘͠Ε͍ͯ·͢ɻύʔ
τφʔཧܥͷਓͰɺͱ͍ͨͯͬࢥ
Θ͚Ͱͳ͍ͷͰ͕͢ɺ学ੜ࣌ͷ
Λ͍ͬͯΔͱ͍͏ͷେ͖͍ͷࢲ
͔ͳͱ͍ࢥ·͢ɻ

ɹक͞ΜϏδϣϯ͕͔ͬ͠Γ͠
͍ͯΔ͔Βɺࠓ後ࣗͷಓΛண࣮
ʹΓ։͍ͯɺา͍ͯ͘ߦͷͰͳ
͍͔ͱ͍ࢥ·͢ɻͥͻ͍͍ύʔτ
φʔΛ͍͚ͩͯͭ͘͞ݟͶɻ
鎮守 ɹࠓͨ͘͞ΜͷΞυόΠε
Λ͍͖ͨͩɺ͋Γ͕ͱ͏͍͟͝·͠
ͨɻࣾձͰ׆༂͞Ε͍ͯΔઌഐͷੜ
ͷΛฉ͚ͯɺͱͯߟࢀʹͳΓ·
ͨ͠ɻ৬ͰՈఉͰɺ·͢·͢
ு͍ͬͯͩ͘͞ʂؤ
加部 ɹ͋Γ͕ͱ͏͍͟͝·͢ɻ

鎮守 ɹେ学Ͱ学ͼͳ͕ΒɺΓ͍ͨ
͜ͱ͕͔ͨͬͭݟͷͰ͢Ͷɻ
加部 ɹࣗ୳͠ͱ͍͏ҙຯͰͦ͏
Ͱ͢Ͷɻ1ʙ2ڭཆΛ࢝Ίૅج
తͳ͜ͱɺ3ੜͰڀݚʹͭͳ͕
Δઐతͳ༰Λ学ͼɺतۀͰ͍
Ζ͍Ζͳ͜ͱΛษڧͰ͖ͯɺຊʹ
͓͠Ζ͔ͬͨɻిࢠճ࿏ܥ͖
Ͱ͕ͨ͠ɺ࠷ऴతʹࣗͷڵຯ͕
͋ΔࡐྉܥͷࣨڀݚΛબͿ͜ͱ͕Ͱ
͖ͨͱ͍ͯͬࢥ·͢ɻ
ɹक͞Μେ学ӃʹਐΉ༧ఆͰ͢
͔ɻ
鎮守 ɹ͍ɺେ学Ӄʹਐ学͠Α͏ͱ
ɻɹ͢·͍ͯͬࢥ
ɹి௨େͰࣨڀݚʹଐ͞ΕΔͷ
͕4࣍ͳͷͰɺ͕ࣗΓ͍ͨͱ
·Λ4ੜͷ1ؒͰͲ͜ڀݚ͏ࢥ
ͰͰ͖Δ͔ͳͱͨ͑ߟͱ͖ɺ1Ͱ
Γͳ͍ʂͦ͏͍ࢥ·ͨ͠ɻ
ɹେ学Ӄͷ博士前期՝ఔ2ؒɺ
博士後期՝ఔ3ؒ͋Γ·͢ɻ博
士前期՝ఔ·Ͱ͚ߦେ学4ੜ͔
Β3ؒ௨ͯ͠ɺԻڹͷษ͕ڧͰ͖
ΔͷͰɺେ学Ӄʹ͘͜ߦͱೖ学͢
Δ前͔ΒܾΊ͍ͯ·ͨ͠ɻ
加部 ɹࢲͷ߹ɺ3ੜͷͱ͖ʹ
ͱ͍͏ͷΛΑ͘Θ͔͍ͬͯࣨڀݚ

ͳ͍ͱ͜Ζ͕͋ͬͯɺ࣮ब৬׆ಈ
͍ͯ͠·͢ɻ
ɹ࣌γεςϜΤϯδχΞ͕
͞Ε͍ͯͨ࣌期Ͱɺେ学ʹ͍Βͨ͠
ػͷํ͔Β͍Ζ͍ΖͳΛฉ͘ۀا
ձ͕͋Γ·ͨ͠ɻͦͷͳ͔Ͱ͕ࣗ
ԿΛΓ͍͔ͨΛͨ͑ߟͱ͖ɺͲ͏
ܾͯ͠Ί͖Εͳ͍部͕͋ͬͨ͜
ͱͱɺେ学Ͱͷ͓͕ڀݚ͠Ζ͔ͬ
ͨͷͰɺ͏গ͠ษڧΛଓ͚͍ͨͳ
ͱ͍ࢥɺେ学ӃʹਐΜͩΘ͚Ͱ͢ɻ
鎮守 ɹࢲࠓɺ博士後期՝ఔʹߦ
͔͘ɺͱ͍ͯͬͯ·͢ɻ͖ͨߦ
ʹ৬ڀݚΔͷͰɺকདྷ͕͋ۀا͍
ͭ͘ͷͰͳ͘ɺब৬͍ͨ͠ͱͬࢥ
͍ͯΔͷͰ͕͢ɺम士ͱ博士ͷͲͪ
Β͕༗རͳͷͰ͠ΐ͏ʁ
加部 ɹ৬छۀاͷํ͑ߟʹΑΔ
ͷͰҰ֓ʹ͑ݴ·ͤΜ͚Ͳɺ࠾༻
͢Δଆͱͯ͠ԿΛ学ΜͰ͖͔ͨͱ
͍͏͜ͱ͚ͩͰͳ͘ɺڀݚʹର͢
Δ࢟՝ʹରͯ͠ͷํ͑ߟऔ
ΓΈํΛධՁ͢Δͱ͜Ζ͕ଟ͍ͷ
Ͱͳ͍͔ͱ͍ࢥ·͢ɻͰ͢ͷͰɺ
ࣗͷڀݚʹର͢Δҙࢤͱ͍͍·͢
͔ɺ͜ͷڀݚΛ͍ͨ͠ɺଓ͚͍ͨͱ
͍͏部ͰܾΊ͍͍ͯͷ͔ͳͱࢥ
͍·͢ɻ
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OGキャリアチャート　加部 彩さん 現役生キャリアチャート　鎮守 麻穂さん

得意科目は数学と理科！
͕྆ཧͨͬͩ͜ܥͱ͋ΓɺՈఉͰཧܥͷ
ษڧΛͯݟΒ͏ ͱ͕͜ଟ͔ͬͨɻখ学͔Βߍߴ·
ͰϐΞϊΛश͍ɺத学Ͱਧָ部ʹॴଐɻ

子ども
時　代

将来のビジョンがはっきり見えた！
খ͍͔͞ࠒΒԻָʹ Μ͠Ͱ͖ͨɺཧܥతΞϓϩʔ
ν͔ΒԻ ɾָԻڹʹؔ͢ΔษڧΛ͠ ͍ͨͱ͍ࢥɺి
௨େΛ͠ࢦɺडݧษߴڧɻ ؔ͢ʹͰԻָߍ
Δ部׆ಈʹॴଐɻ

高校
時代

プログラミングを克服
サークルでは部長を務める
4࣍ʹɺσʔλॲཧΛՃ͑Δ͜ͱͰ࠶ੜ͞Εͨ
ԻʹྟײΛ༩͑Δٕज़Λ͍ͯ͠ٻΔࣨڀݚʹ
ॴଐ͢Δ༧ఆɻۤ खͩͬͨϓϩάϥϛϯάࣄݟ
ɻਤॻؗͰ՝ʹऔΓΉࠀ ͱ͋͜Γɺ์ ՝後
جຊతʹαʔΫϧ͔όΠτɻαʔΫϧ;ͨͭ
ֻ͚ͪ࣋͠ ɺָݭ部Ͱ部ΛΊΔɻ

大学
生活

自分探しをしながらやりたいことを見つけた！
Խ学ʹ͍ۙಋମؔڵʹຯΛͪ࣋ɺಋମσόΠεΛ࡞Δࡐྉ学ͷࣨڀݚʹॴଐɻ

大学
時代

院時代からの念願だった旭化成に入社
ಋମσόΠεͷڀݚ։ൃʹܞΘΓɺࢸʹࡏݱΔɻ

大学院
卒業後

留学してよりアクティブに、そして研究に没頭
ͷઌੜʹഎதΛԡͯࣨ͠ڀݚ ͍͖ͨͩɺେ学ӃʹਐΜͩ͋ͱɺΦʔετϥϦΞʹ1ؒཹ学ɻ
ؒޠ学ΛపఈతʹϒϥογϡΞοϓ͠ɺΓͷؒ׆ڀݚಈʹ͠ۈΜͩɻӳޠ
ͰจΛॻ্͖͛Δ΄Ͳޠ学ྗΛ͚ͭɺࠃؼ前ʹΦʔετϥϦΞΛҰਓͰཱྀ͢ΔͳͲɺ
ʹ͔ڻΕΔ͘ Β͍ΞΫςΟϒͳঁੑʹɻͦ ͷ後ӃʹΓɺڀݚʹ಄ɻ

大学院
時　代

電通大で芽生えた恋が成就！
େ学Ӄ࣌ʹಉࣨ͡ڀݚʹॴଐ͍ͯͨ͠ి௨େOBͱ݁ࠗɻ

2010年

出産を経て、元の職場へ復帰
ୈҰࢠΛग़࢈ɻٳ࢈ɾҭٳΛͯܦɺ࢈後4ϱ݄Ͱ৬ʹ෮ؼɻ
ͷΓؒ࣌͘ ΓΛ͠ ͳ͕Βࣄͱҭࣇʹશྗٿதɻ

2015年

ઐੑͷ͞ి௨େͷ
େ͖ͳັྗͷͻͱͭͰ͋Γɺ

ಛԽͨ͠学ͼ͕Ͱ͖Δେ学Ͱ͢ɻ
ࣗͷՄੑΛ୳Δ

νϟϯε͕ଟ͍େ学ͳͷͰɺ
ཧ͔ͩܥΒͱ͍ͬͯ

Βͣʹɺ࡞ΓɺนΛͨ͑ߟۤ͘͠ݎ
Φʔϓϯʹͯ͑ߟΒ͑Δͱ
͍͍ͷ͔ͳͱ͍ࢥ·͢ɻ

ి௨େʹཧ学͋Ε
ޫΤϨΫτϩχΫε͋Δ͠ɺ
Խ学ܥੜ໋Պ学ܥʹVRɺ
ϓϩδΣΫγϣϯϚοϐϯάΛ

ઐͰ学Δͱ͜Ζ͋Γ·͢ɻ
AIΛͨ͠ࡌϩϘοτ
ཧ学部ܥͷษڧͰ͖ɺ

ͨ͘͞Μͷ͕͋ࣨڀݚΓ·͢ɻ
ͥͻి௨େʹདྷ͍ͯͩ͘͞ʂ

女子高生のみなさんへメッセージ
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Ⅰ
類

（
情
報
系
）

Ⅱ
類

（
融
合
系
）

Ⅲ
類

（
理
工
系
）

入学前から卒業後までの
社会で活躍中の電通大OGのみなさんは、どのような足跡をたどり、夢を叶えたのか、見てみましょう。

ଔۀ後
ͲΜͳ
ʁʹࣄ

ͳͥཧܥ ʁʹ

セキュリティや
情報技術の知識をはじめ、
電通大で学んだことが
大いに役立っています

松原  有沙さん
学Պ௨৴学部 ใ௨৴ؾి
େ学Ӄใཧ学ڀݚՊ
૯߹ใ学ઐ߈ 博士前期՝ఔमྃ

σϩΠττʔϚπ
ϦεΫαʔϏεࣜגձࣾ
ίϯαϧλϯτ

電通大は専攻以外も
幅広く学べる環境あり。
基礎知識があると
社会に出て自分の力に

淺野  里佳さん
学Պɾ࣭ࢠྔ ௨৴学部ؾి
࣭ɾੜ໋ใ学ίʔε
େ学Ӄใཧ学ڀݚՊ
ઌਐཧ学ઐ߈ 博士前期՝ఔमྃ

ತ൛ҹࣜגձࣾ
։ൃ

高校では目標が見えず、
電通大での学びで
将来のやりたいこと＝
今の仕事を見つけられた

酒井  理佐さん
学Պ௨৴学部 γεςϜؾి
େ学Ӄใཧ学ڀݚՊ
૯߹ใ学ઐ߈ 博士前期՝ఔमྃ

ज़ٕ࢈ձࣾ౦ࣳ ੜࣜג
ηϯλʔɹ
৬ڀݚ

ɹ͕ཧܥग़ͷͨΊ͔ɺՈʹ
ʹٳΓɺ͕͋ڸඍݦͲ༻ͷࢠ
ՈͰ؆୯ͳཧՊͷ࣮ݧύζϧ
Λָͯ͠͠ΜͩΓͱখ͍͔͞ࠒΒ
ཧՊɾࢉʹ৮ΕΔػձ͕ଟ͘ɺ
ཧܥՊ͖Ͱͨ͠ɻͦͷΑ͏
ͳܦҢ͋ͬͯɺߍߴͷจཧબ
ͰɺΘͣཧܥΛબɻి௨େ
Λͨ͠ࢦͷɺ࣮Ո͔Β͔ۙͬ
ͨ͜ͱͱɺब৬ʹ༗རͱฉ͍͍ͯ
͔ͨΒͰ͢ɻ

ɹਓؒใ学ͷࣨڀݚʹॴଐ͠ɺ
ͭʹڹใ͕ຯ֮ʹ༩͑ΔӨ֮ࢹ
Αʹ֮ࢹɻͨ͠·͍ͯ͠ڀݚ͍ͯ
Δઌೖ͔؍ΒͲͷΑ͏ʹຯ͕֮ม
Խ͢Δͷ͔ɺఆྔతʹධՁ͢Δ͜
ͱͰɺਓؒͷ֮ײͷϝΧχζϜΛ
ղ໌͍ͯ͘͠ڀݚͰͨ͠ɻ
ɹ·ͨɺतۀͰड͚࣭ͨ学ͷ
ʹڵຯΛͪ࣋ɺࡏ学தʹ࣭
ཧͷ֨ࢿΛऔಘɻকདྷϞϊͮ
͘ΓʹܞΘΓ͍ͨͱ͑ߟ·ͨ͠ɻ

ɹ૯߹ిػϝʔΧʔʹڀݚ৬ͱ͠
ͯೖࣾ͠ɺආཕثૉࢠͷาཹมಈ
ཁҼੳۀʹऔΓΈ·ͨ͠ɻ
ݱͰͷఔશମΛ
၆ᛌ͠ͳ͕Βɺ࣭ʹӨڹΛ༩͑
ΔཁҼΛ౷ٕܭज़Λͨ͠ۦσʔ
λੳʹΑͬͯߜΓࠐΉࣄͰ͢ɻ
ҧ͏ͷาཹมಈཁҼࡏݱ
ੳʹܞΘΓͳ͕Βɺۀͷϓϩη
εઃࢥܭͷϓϩηεΛࣜܗԽɾ
ఆྔԽ͢Δख๏Λ։ൃ͍ͯ͠·͢ɻ

ɹେ学ʹೖ学͢Δ͜ͱ͕ΰʔϧͰ
ͳ͘ɺকདྷͷເΛ͔ͳ͑ΔͨΊ
ͷ௨աʹɺେ学ਐ学ͱ͍͏બ
௨େిͯͬ࣋Γ·͢ɻເΛ͕͋ࢶ
Λ͍ͯ͠ࢦΔਓɺͦͷເΛେ
ʹ͠ͳ͕Βษ学ʹྭΜͰཉ͍͠ɻ
ເ͕·͍͔ͩͯͬͭݟͳ͍ਓɺ
ి௨େྨʹଊΘΕͣɺ৭Μͳ
Λ学Ϳ͜ͱ͕ग़དྷΔେ学ͳͷ
Ͱɺͨ͘͞Μ学ΜͰɺେ学ੜ׆Ͱ
কདྷͷඪΛ͍͚ͩͯͭ͘͞ݟɻ

ɹத学ੜͷࠒɺ༑ਓͱٳΈؒ࣌ʹ
学ͷਤܗʹ͍ͭͯٞ͢Δ
ͷ͕͖Ͱɺࣗཧܥͷಓʹਐ
ΉͷͩΖ͏ͱ͍ͯͬࢥ·ͨ͠ɻझ
ຯͰόϯυ׆ಈΛ͍ͯͨ࣌͠ߍߴ
ʹԻڹ学ͱ͍͏学͕͋Δ͜
ͱΛΓɺԻָܥͷΤϯδχΞʹ
ͳΓ͍ͨͱ͏ࢥΑ͏ʹͳΓ·ͨ͠ɻ
ͦ͜ͰԻܥڹͷ͕͋ࣨڀݚΓɺ͔
ͭ౦ژʹཱ͢Δిؾ௨৴େ学ʹ
ೖΓ͍ͨͱ͏ࢥΑ͏ʹͳΓ·ͨ͠ɻ

ɹԻڹͰͳ͘ɺࡏ学தʹڵຯΛ
ΛڀݚϋʔυΣΞͷ߸҉ͨͬ࣋
͍ͯ͠·ͨ͠ɻճ࿏ಈ࣌࡞ʹൃੜ
͢Δ࿙Ӯి࣓ϋʔυΣΞ༝
དྷͷ෭࣍తͳใΛར༻ͯ͠҉߸
ͷݤΛಛఆ͢Δܸ߈ख๏ͳͲͰ͢ɻ
ɹ学ձͳͲʹࢀՃ͢Δ͏ͪࣗಈं
ʹؔ͢ΔηΩϡϦςΟͷΛ
ɺࣗಈंͷ部部ࣗಈ͠ײ࣮
ंʹଓ͞ΕΔ ITγεςϜΛ։ൃ
͍ͨ͠ͱ͑ߟΔΑ͏ ʹͳΓ·ͨ͠ɻ

ɹଔۀ後ࣗಈं͚ͷ ITγε
ςϜΛ࡞ΔձࣾͰɺंࡌͷη
ΩϡϦςΟʹܞΘΔࣄʹब͖·
ͨ͠ɻͪ͜ΒͷձࣾͰࣗಈंձࣾ
ͷ͓٬༷ʹର͢ΔηΩϡϦςΟί
ϯαϧΛ͞ΕΔ͏ͪʹίϯαϧ
ͷۀʹؔ৺Λͪ࣋ɺίϯα
ϧۀքస৬ɻࠓಉࣗ͘͡ಈं
ɺٕज़ͷ΄͔๏ྩʹքΛ͓٬༷ۀ
ΨόφϯεΛؚΉɺηΩϡϦςΟ
ίϯαϧͷࣄΛ͍ͯ͠·͢ɻ

ɹి௨େͰ͔͚͕͑ͷͳ͍༑ਓ
͕ͨ͘͞ΜͰ͖ɺଔۀ後ٕज़
ͷୈҰઢͱͳΔۀاͰಇ͍͍ͯ
Δ༑ਓͨͪͱ͍Ζ͍Ζͳใަ
ٞΛ͢Δ͜ͱͰɺࣗࠓ͕
Δ͜ݟʹΛଟ֯తࣄΔ͍ͯͬߦ
ͱ͕Ͱ͖͍ͯ·͢ɻडݧษڧͭ
Β͍ͱ͍ࢥ·͕͢ɺ͕ࣗڵຯΛ
ͱڧΔ͜ͱʹؔ͢Δษ͍ͯͬ࣋
ָ͍ͯ͠Ͱ͢ɻΈͳ͞Μ৺ऒ
͔ΕΔʹਐΜͰ͍ͩ͘͞ɻ

ɹখ学ੜͷࠒͷՆٳΈͷࣗ༝ڀݚ
ͰɺՌిΛͨͬ࡞ͷ͕Խ学Λ
ͳ͖͔͚ͬͨͬͰͨ͠ɻจʹ͖
ߴՊ͕ಘҙͰܥՊΑΓཧܥ
ίʔεͰͨ͠ɻܥͷΫϥεཧߍ
ి௨େΛબΜͩཧ༝ͱͯ͠ɺߴ
ͷઌੜʹਐΊΒΕͨͷ͕Ұ൪ͷߍ
ཧ༝Ͱ͢ɻେ学ͷنখ͞ΊͰ
͕͢ɺͦͷڭҭ͕͔ͬ͠Γͯ͠
͍ͯब৬ྑ͍ͱ͍ͩͨͯ͑ڭ
͍ͨͨΊɺి௨େʹܾΊ·ͨ͠ɻ

ɹ༗ػ߹ͷࣨڀݚʹॴଐ͠ɺੜ
ମΠϝʔδϯάʹར༻Ͱ͖ΔΑ͏
ͳൃޫ࣭ͷ߹Λ͍ͯͬߦ·͠
ͨɻՈͷࣄͷ͔ؔΒৗతʹ
͍Ζ͍Ζͳࡐྉʹ৮ΕΔػձ͕ଟ
͘ɺଔۀ後ࣗࡐྉʹؔΘΔ
ͷͰ͍ͨͯͬ͢ࢥ͍͕ͨ͠ࣄ
͕ɺࡐྉΛҰ͔Β࡞ΔͷͰͳ͘ɺ
ΛػྉΛΈ߹Θͤͯ৽͍͠ࡐ
ͯ͑ߟΈ͍ͨͱͯͬ࡞Λͨͬ࣋
͍·ͨ͠ɻ

ɹҹձࣾͰύοέʔδͷ։ൃΛ
ɻऔΓΜͰ͍Δ͢·͍ͯͬߦ
༰ɺফඅऀͷํ͕ΑΓ༻͠
ΑΓ༏͍͠ʹڥঢ়ɺܗ͍͢
ύοέʔδͷ։ൃͰ͢ɻ͕ࣗؔ
Θͬͨύοέʔδ͕εʔύʔͰ
ൢച͞Ε͍ͯΔͷΛݟΔͱΓ͕
͍Λ͡ײ·͢ɻి௨େͰిؾ
学ϓϩάϥϛϯάͳͲઐ֎ͷ
͜ͱ学ͼ·ͨ͠ɻͦΕࠓɺ͞
·͟·ͳ໘Ͱཱ͍ͬͯ·͢ɻ

ɹ͕ࢲೖ学ͨ͠ࠒɺঁࢠ学ੜͷ
·Ͳेʹ͍ͬͯ΄ࠓԉࢧ
ͤΜͰͨ͠ɻͦΕͰɺෆࣗ༝ͳ
͘ຊʹॆ࣮ͨ͠େ学ੜ׆ΛૹΒ
͍͖ͤͯͨͩ·ͨ͠ɻࡏݱͨࢲ
ͪOGત·͍͙͠Β͍ͷࢧԉ͕
ಧ͍͍ͯΔͷͰɺͥͻ҆৺͖͠ߦ
ͯి௨େͰͷΩϟϯύεϥΠϑΛ
ָ͠ΜͰ͍ͩ͘͞ɻ1ਓͰଟ͘
ͷి௨େग़ͷঁੑ͕׆༂͢Δ͜
ͱΛָ͠Έʹ͍ͯ͠·͢ɻ

ཧܥͷి௨େʹ
ਐ学͖ͨͬ͠ ͔͚ʁ

ి௨େͰ
ͱʁ͍ͨͯ͜͠ڀݚ

ଔۀ後ͷ
ΩϟϦΞΛ͑ڭ ʂͯ

UEC WOMAN

ストーリー
Ver.現役生

UEC WO MANストーリーUEC WO MANストーリーUEC WO MANストーリーUEC WO MANストーリーUEC WO MANストーリーUEC WO MANストーリーUEC WO MANストーリーUEC WO MANストーリーUEC WO MANストーリー

岡武  志織さん
ใཧ学部 ૯߹ใ学Պ 
Ӧใ学ίʔε 4ܦ

ɹจܥཧܥܾͯ͠ಘҙͱ͑ݴͳ
͔ͬͨͷͰɺ͔ͤͬ͘େ学ʹͯͬߦษ
ΔͷͰ͋Εɺࣗʹͱͬͯ͢ڧ
ͷ෯Λͯ͛͘Εͦ͏ͳཧܥΛબͼ·
ͨ͠ɻͦΕʹΑͬͯΑΓଟ͘ͷత
ɻক͢·͍ࢥ৺͕ຬͨ͞Ε͍ͯΔͱح
དྷ ITܥʹਐΈ͍ͨͱ͍ͯͬࢥ·͕͢ɺ
δϟϯϧʹͩ͜ΘΒͣɺࣗΛ
ɻ͢·͍ࢥͱ͍͚ͨͭݟΔॴΛ͔ͤ׆

Ⅰ類

宗平  麗さん
ใཧ学Ҭ IIྨʢ༥߹ܥʣ
2

ɹཧܥ୯Պେ学ͷͨΊɺͦͷͷ
ࢶଞେ学ʹൺͯଟ͘ɺબ͕ࣨڀݚ
Λଟͯ࣋͘Δ͜ͱ͕ి௨େΛબΜͩཧ
༝ͷͻͱͭͰ͢ɻະͨͬͩݧܦϓϩά
ϥϛϯάतۀͰ͔ૅجΒ学ͨͷͰ
ॳͷෆ҆ղফ͠·ͨ͠ɻ学Ҭ2
ͳͷͰڀݚ͏গ͠ઌͰ͕͢ɺڵຯ
Λ͍ͯͬ࣋Δ֮ࢹௌ֮ʹؔ࿈͢Δ
ɻ͢·͍ͯͬࢥΘΓ͍ͨͱܞʹ

Ⅱ類

小野  真夢さん
ใཧ学部 ઌਐཧ学Պ
Ԡ༻ཧ学ίʔε 4

ɹߍߴͷཧͱԽ学ͷतۀΛ͓͠Ζ
͍ͱ͡ײɺಠࣗͷ学͕ۚ͋Δి௨େ
ʹೖ学͠·ͨ͠ɻઐిఱจ学Ͱ
͢ɻେ学Ӄਐ学Λͯ͠ࢦडݧษڧத
ͰɺӃͰΑΓਂ͘ఱจ学ܞʹڀݚΘ
Γɺ୭ͨ͜ݟͱͷͳ͍Ӊͷ࢟Λൃ
ࢠһʹͳΓɺঁڭ後ۀɻଔ͍ͨ͠ݟ
ʹܟԕ͞Ε͕ͪͳཧͷ͓͠Ζ͞
Λ͍͚͑ͯͨΒͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻ

Ⅲ類

ి௨େΛ
Ί͟͢Έͳ͞Μ

Message
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After Campus

電通大に入学すると、どんな大学生活が待っているのでしょう。
放課後の過ごし方は？ 電通大女子学生の声をまとめました。

ファッション＆メイク
■✔ CHECK!

ランチ事情
■✔ CHECK!

実験とレポート
■✔ CHECK!

休みの日
■✔ CHECK!

電通大女子あるある
■✔ CHECK!

楽しい時間
■✔ CHECK!

  ガーリーな服が好き  

ຖϊʔτύιίϯΛͪ࣋า ͷ͘ͰɺجຊϦϡοΫͰ

͢ɻΨʔϦʔܥͷ͕ Ͱ͖ɺϐϯΫͰίʔσ͢Δ͜ ͱ

͕ଟ͍͔ͳɻM Μ͞

  機能性を重視！  

ΧδϡΞϧͳ͕͖Ͱ͢ɻػੑΛ
ॏ͍ͯ͠ࢹΔ

͕ଟ͘ɺҠಈतۀͳͲפஆࠩʹର
ԠͰ͖Δ

Λ৺͕͚͍ͯ·͢ɻͨ·ʹେ学ੜΒ
͘͠ΩϥΩϥ

ͨ͠ίʔσͯ͠Έ͍ͨͰ͢ʢসʣɻ
T͞Μ

  自由を楽しんでます  

Λา͖͍͢Α͏ϩʔώʔϧεߏ
χʔΧʔΛΑ

͘ཤ͖·͢ɻࣗ༝ͳΛணΒΕΔ4ؒͳͷͰɺຖ

͖ͳΛணָͯ͠ΜͰ͍·͢ʂɹ
U͞Μ

  メイクは毎日！  

ேɺ͕ؒ࣌ͳ͍ΞΠϝΠΫͷΈɻ
Ͱɺຖܽ

͔͠·ͤΜɻM͞Μ

  メイクは人それぞれ  

ϊʔϝΠΫͷঁࢠ͍ΕɺͬͪΓ
ϝΠΫͯ͘͠

Δঁࢠ͍ͯɺΈΜͳਓͦΕͧΕɻࢲ
جຊφνϡ

ϥϧϝΠΫͰ͢ɻA͞Μ

  やりがいがあります  

ཧͷ࣮ݧ͕ྔࢉܭଟͯ͘ɺϨ

ϙʔτΛॻ͘ͷʹ͔͔͕ؒ࣌Γ·

ͨ͠ɻϨϙʔτΛධՁ͍ͯͨͩ͠

͚ͨͱ͖ɺͱͯΓ͕͍͕͋

Γ·ͨ͠ɻS͞Μ
  大変だけど日 努々力  

͕ݧ࣮ Ϩϙʔτຊʹେมʂݧ࣮

ऴΘͬͨ͋ͱϓϩάϥϛϯάͷ՝

ͳͲ͕ Γ͋ɺຖ͍͠Ͱ͢ɻͰ

ɺ͜ ͷྗ͕ి௨ੜͱͯ͠ͷࣗ

ΛߴΊ͍ͯ݁͘ Ռʹͭͳ͕Δͷͩͱ

ɺʑྭΜͰ͍·͢ɻT͞Μ͍ࢥ

  実験は楽しい！  

ͷϨϙʔτूதͯ͠ɺݧ࣮

ͬͱऴΘΔ͡ײɻ࣮ࣗݧମߴ

͏Λ۩ثݧͳ͍Α͏ͳ࣮ʹߍ

ͷͰͱͯ ָ͍͠Ͱ͢ɻU͞Μ

  課題は計画的に  

ͦ͏͠ͳ͍ͱఏग़ͷ前ʹప

͢Δ͜ͱʹͳΓɺ͠ΜͲ͍ɻࢲ

1ͷͱ͖ʹԿ͔పͰ࣮ݧʹ

ʢসʣɻC͞Μͨ͠·͖ߦ

  近くの食堂がお気に入り  

Δͱ͖ఱਆ௨Γʹ͋Δ͕͋ؒ࣌
ϗϊϧϧ৯ಊߦ ·͖ ɻ͢ସΘΓ
ϥϯν͕͓͍͘͠ ͓ͯ͢͢ΊͰ ɻ͢
U Μ͞

  基本は大学の食堂  

େ学ͷੜڠ৯ಊͰ৯Δ͜ͱ͕΄
ͱΜͲɻͪΐͬͱ͚͍ߴͲɺ৯ಊ
͕͓͍͍͠ɻC͞Μ

  時間があるときのお楽しみ  

େ学ۙ͘ͷ͓ण࢘͞Μ͖ߦ·
͢ɻखࠒͳஈͰ͓͍͍͓͠ण࢘Λ
ָ͠Ί·͢ʂU͞Μ

  毎日お弁当  

ͷͰຖ͓ห͍פͷத͕ࡒ
Ͱ͢ɻେ学पลϥʔϝϯళ͕๛
ɻ৽͘͠Ͱ͖͓ͨళʹͯͬߦΈ
͍ͨʂT͞Μ

त͕ۀऴΘͬͨ͋ͱͷָ͠ΈํਓͦΕͧΕɻ
ઌഐঁࢠ学ੜͨͪͷͻͱίϚΛͷ͍ͧͯΈ·͢ɻ

  友達と  
ͳʹؾͳ͍͓͠ΌΓΛ͍ͯ͠
Δͱָ͖͕͍͠ɻS͞Μ

  課題が終わったときの  
  達成感と開放感！  
՝Λ௨ͯ͠ɺࣗͷΛײ
͡ΒΕΔָ͍͕ؒ࣌͠ɻझຯͳ
ͲͰͷ߹͏༑ୡ͕ଟ͍ͷͰɺ
ͳͲʹؒ࣌͠௨学ؒ࣌Έٳ
͕Γ্͕Δͷָ͍͠Ͱ͢ɻ
T͞Μ

  ひとり暮らし  
େ学ೖ学ͱͱʹͻͱΓΒ͠
Λ࢝ΊͨͷͰɺͻͱΓͷؒ࣌Λ
ָ͠ΜͰ͍·͢ɻ৯͍ͨͱ͖
ʹ৯ɺ৸͍ͨͱ͖ʹ৸ΒΕΔ
ͷ͕ɺͱͯͤͰ͢ɻU͞Μ

  大学生活  
ి௨େͷ༑ୡͱͨ͠Γɺ์՝
後ʹ͝ΜΛ৯ʹͨͬߦΓ͢
Δࢸ͕ؒ࣌Ͱ͢ɻS͞Μ

  どっぷりインドア  

͍͍ͩͨ৸͍ͯ·͢ɻͱͱ
ΠϯυΞͳͷͰɺόΠταʔ
Ϋϧ͕ͳ͚ΕɺՈͰөըΛͯ؍
ա͍ͯ͝͠·͢ɻU͞Μ

  課題を進める  

·ͣ՝ɻ΄͔࣌ߍߴͷ
༑ୡͱ༡ͼʹͨͬߦΓɺϥϯ
νʹग़͔͚ͨΓɻւ֎υϥϚ
ΛݟΔ͜ͱଟ͍Ͱ͢ɻ
T͞Μ

େ学ͷྡʹ͋Δଟఱਆࣾɻௐʹύ
ϫʔεϙοτ͕݁͋ߏΓ·͢ɻͤࢦશ
੍ʂ  #ଟఱਆࣾ #ύϫʔεϙοτ

ใཧ学Ҭ I ʢྨใܥʣ
Ӧɾࣾܦ ձใ学ϓϩάϥϜ 3

ఱా ཬ͞Μ

αʔΫϧγϯησβΠϯڀݚ部ͱݭ
ָ部ͷֻ͚ͪ࣋ɻ͍͚͠Ͳɺେ学ੜ׆
ΛΤϯδϣΠதʂ #γϯησβΠϯڀݚ
部 #αʔΫϧ

ใཧ学Ҭ I ʢྨใܥʣ
ϝσΟΞใ学ϓϩάϥϜ 3

क ຑึ͞Μ

ࢄ後ʹ༑ਓͱଟຎͷՏෑ·Ͱ͓ݶ3
าɻ͖ Ε͍ͳ༦͕ݟΕͯ ʂͤ #ଟຎ
 #Տෑ #ۮવͷ༦

ใཧ学Ҭ II ʢྨ༥߹ܥʣ
ใ௨৴学ϓϩάϥϜ 3

ใཧ学Ҭ I ʢྨใܥʣ
Ӧɾࣾܦ ձใ学ϓϩάϥϜ 3

ใཧ学Ҭ II ʢྨ༥߹ܥʣ 
2

ใཧ学Ҭ II ʢྨ༥߹ܥʣ
2

্ా ༗༝ເ͞Μ

क़ࢣߨͷόΠτͰஷΊ͓ͨۚͰʹ
ཹ学ɻࣸ ਅཹ学ઌͰضࠃͯήʔϜ͠
ͨͱ͖ ͷͷɻ͜ Ε͕ҙ֎ͱָ͠ ʂ͍ #
ཹ学 #தضࠃ# ޠࠃͯήʔϜ

ใཧ学Ҭ I ʢྨใܥʣ
Ӧɾࣾܦ ձใ学ϓϩάϥϜ 3

ాத ಸඒ͞Μ
ใཧ学Ҭ II ʢྨ༥߹ܥʣ
ଌɾ੍ܭ γεςϜϓϩάϥϜ 3ޚ

ా ࡊඒ͞Μ

ௐӺޱͷఱਆ௨Γళ֗ΛͿΒΓɻ
ళ֗ͷ͋ͪͪ͜ͰήήήͷَଠϑΝ
ϛϦʔʹձ͑·͢ɻ #तۀऴΘΓ #༑ୡ
ͱ #ఱਆ௨Γ

िʹ3ճɺ学ͰόΠτதɻΞϧόΠτ
ԽহΛങͬͨΓɺ͓ ग़͔͚༑
ਓͱཱྀߦʹߦ ͱ͖͘ ·ͯͬʹ ʂ͢ #όΠ
τ #ങ͍ #͓ग़͔͚ #ཱྀߦ

͋Δͷ์՝後ɺ༑ୡͱϐϡʔϩϥϯυͷ
ແྉ։์ɻʮϋϩʔΩςΟͷͤͷʯ
Ͱɺ࿀Ѫबئفɻ #αϯϦΦ #ϐϡʔ
ϩϥϯυ #࿀Ѫबئف

Ε͖͕ࡩ ʂ͍ɹి௨େͷ༑ୡͱ͓หΛ
 ೦ެԂهত# ࡩ# ɻݟՖ͓ͯͬ࡞
ձࢠঁ#

Ҁ߳͞Μ ޱؔ  ౧͞Μٶ फฏ ྷ͞Μ

  生協で買って、教室で  

͓ன前後ͷۭ͖͕ؒ࣌ͳ͍
ɺେ学ͷੜڠͰϥϯ
νΛങ͍ɺۭ͖ࣨڭͰ৯
͍ͯ·͢ɻ͕͋ؒ࣌Δͱ͖
ɺௐӺϏϧɻେ学ͷ
ͷ前ʹ͋Δ͓ళͰϥϯν͢
Δ͜ͱ͋Γ·͢ɻM͞Μ

  課題の数  

͍͍ͭͭ՝ͷΛ͑ͯ
͠·͍· ʢ͢সʣɻޮΑ͘
ਐΊΒΕΔΑ͏ʹ͕Μͬͯɺ
ϑϦʔλΠϜΛ૿͍ͨ͠ʂ

U͞Μ

  ジェットコースターで  

  実験？  

ɹి௨େঁࢠͰ༡Ԃʹͨͬߦͱ͖ͷ͜ͱɻ
δΣοτίʔελʔͷམԼΛ
ଌͨ͘͠ͳΓɺͬͯΈ·ͨ͠ɻܭ

͕ɺ1ͷܭଌͰʮෆ͔֬͞ʯ͕ ग़ͳ͍ͱ
༑ୡͷ1ਓ͕͍ݴग़͠ɺಉ͡ΞτϥΫγϣϯ

ʹ5ճ΄ͲΓ·͠ ʢͨসʣɻ
Ҋͷఆɺ࠷後ܭଌͳͲ͍ͯ͠·ͤΜ

Ͱ͕ͨ͠ɺָ͔ͬͨ͠ɻ
M͞Μ

  電通大用語  

ωοτి௨େಛ༗ͷ
ʹ͍ͭͯ͠·͍ɺ͕ޠ༺
ଞେ学ͷঁࢠ学ੜͷ前Ͱ͏ͱ

ϙΧϯͱ͞Ε·͢ɻ
S͞Μ

  睡眠第一！  

ՈͰΰϩΰϩͨ͠Γɻ՝Λͨ͠
Γɻͨͩ͠ɺޕ前தฏʹΓ
ͳ͍ਭΛᩦͬ ͯ ·͍ ʢ͢সʣɻ
C͞Μ

  だいたいは3択  

ΞϧόΠτ͕ೖ͍ͬͯΔ͜
ͱ͕ଟ͘ɺͦΕҎ֎՝
ΛΔ͔ɺग़͔͚Δ͔Ͱ
͢ɻT͞Μ

大学生活のこと教えて！
ి௨

େݱঁࢠ学ੜʹฉ͖·ͨ͠

教えて！教えて！教えて！教えて！教えて！教えて！教えて！教えて！

େ学ͷͷ前ʹ͋Δ͓ళ
ͷ͋Δͷϥϯν



Ⅰ
類
（
情
報
系
）

Ⅱ
類
（
融
合
系
）

14 15

電気刺激と発現する運動の関係を明らかにし
失われた運動機能を再建する研究に取り組む
学士ɾम士·Ͱଞେ学ͷཧ学
部ʹॴଐ͠ɺࣨڀݚͰඍࡉՃ
ॴࡏݱɺ͍ߦ๔ഓཆΛࡉༀௐɺࢼ
ଐ͢Δઐ߈ͱҟͳΔͷ༰Λ
学ΜͰ͍·ͨ͠ɻम士·Ͱͷڀݚɺ
৭ૉ૿ײଠཅిΛ༻͍ͯඇ৵ऻ͔
ͭඍখͳਆۃిܹܦͷ࡞ʹऔΓ
ΜͰ͓Γɺਆࡉܦ๔ͳͲϛΫϩͳ
ੈքΛରͱ͍ͯ͠·ͨ͠ɻ
ͷ博士後期՝ఔࣨڀݚԣҪࡏݱ

3ʹࡏ੶͠ɺਓؒΛରʹిؾ
ܹΛ༻͍ͨӡಈൃٕݱज़ʹؔ͢Δݚ
औΓΜͰ͍·͢ɻʹڀ
͜ͷಓʹਐΜͩͷମ֦ுͱ

Δ͍ͯͬ࣋ࠓຯ͕͋Γɺਓؒͷڵʹ
ݐ࠶Λػͷ֦ுɺࣦΘΕͨػ
͢ΔڀݚΛ͍ͨ͠ͱ͍ͨͨͯ͑ߟΊ

Ͱ͢ɻͦͷखஈͱͯ͠ɺम士·Ͱͷ
༺Λܹؾిͨ͡ײͰ໘നΈΛڀݚ
͍͍ͨͱ͍ͯͬࢥ·ͨ͠ɻ
ܹؾͷ博士จͷςʔϚిࢲ
ͱൃ͢ݱΔӡಈͷؔΛ໌Β͔ʹ͢
Δ͜ͱΛతͱ͓ͯ͠Γɺ୭Ͱ؆
୯ʹతͷӡಈΛൃͤ͞ݱΒΕΔٕ
ज़ʹ͢Δ͜ͱΛ͍ͯ͠ࢦ·͢ɻ
ज़ٕݱΛ༻͍ͨӡಈൃܹؾి
ɺຑᙺऀͷӡಈݐ࠶ͷͨΊͷϦϋ
ϏϦςʔγϣϯɺෲےӡಈͳͲͷ
ৗతͳӡಈͷิॿɺΞεϦʔτͷے
τϨͳͲҩྍ͔Βεϙʔπ·Ͱ෯
Ε͍ͯ·͢ɻͦ͞༺׆͘ ΕҎ֎ʹɺ
Լ͕ຑᙺ͍ͯ͠Δਓ͕ͨͪిؾ
૪Λ͢ΔڝΛར༻ͯࣗ͠సंܹ
ϨʔεͳͲ͕͋Γ·͢ɻ

博士จͷςʔϚͰ͋Γ·ͤΜ
͕ɺిܹؾͱ׆ಈͷؔ໌Β
͔ʹͰ͖ͳ͍͔ͱɺܭଌ࣮ݧΛ
ͱ͋Γ·ͨ͠ɻͨͬ͜ߦ
͟·ͰಘΒΕͨσʔλΛ͞ڀݚ

·ͳख๏Ͱղੳ͠ɺ࣮ݧˠղੳˠݕ
ͱղੳݧΓฦ͠·͢ɻ࣮܁Λݧ࣮ূ
ͷׂ߹4ର6͘Β͍ͩͱ͍ࢥ·͢ɻ
博士՝ఔमྃ後ɺ࢈学࿈ܞ
ίʔσΟωʔλʔͷಓ͍ͯ͑ߟ·
͢ɻϚωδϝϯτΦʔΨφΠζɺϓ
ϨθϯΛಘҙͱ͠ɺίϛϡχέʔγϣ
ϯྗߴΊͳͷͰɺͦͷྗͱ博
士߸Λϑϧ׆༻͍͖͍ͯͨ͠Ͱ͢ɻ
ͦͯ͠͞ ·͟·ͳڀݚͷཧٕज़
ಉ士Λͭͳ͛ɺ৽ͨͳՁΛੜΈग़
͢͜ͱʹਚྗ͍ͨ͠ͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻ

未来をつくる研究

粕谷  美里さん େ学 ཧ学部 ࣭ੜ໋ཧ学Պ ଔۀ
େ学Ӄใཧ学ڀݚՊɹ
ػց学ઐ߈ 博士後期՝ఔ3

スーパーコンピュータなどのハイエンドマシンを使い
大規模シミュレーションの計算高速化技術を研究
ใཧ学ίʔεͷࢁຊ༗ݚ࡞

ࣨڀݚ੶͍ͯ͠·͢ɻ͜ͷࡏʹࣨڀ
Ͱɺ学ʹ͍ͨͮجγϛϡϨʔγϣ
ϯٕࢉܭ๏ͷதͰɺಛʹߴࢉܭʹ
ؔ͢Δٕज़Λ͍ͯ͠ڀݚ·͢ɻ
Կ͔Λ࡞Δ࣌ʹɺతΛୡ͢Δ

ʹͲͷΑ͏ͳ݅Λຬ͍͍ͨͤ
ͷ͔ΛΔͨΊͷγϛϡϨʔγϣϯ
ඇৗʹॏཁͰ͢ɻ
ํ࣍Ͱɺ࿈ཱҰࣨڀݚͷͪͨࢲ

ఔࣜͷͰ͋Δྻߦͷ学తͳੑ
࣭Λར༻ͨ͠ղ๏ͷ։ൃͱධՁɺ͞
·͟·ͳػࢉܭͷੑΛҾ͖ग़ͨ͢
Ίͷੑߴ࣮ख๏Λ͠ڀݚɺ࣮ࡍ
ͷʹऔΓΉڞಉऀڀݚͱ࿈ܞ
ΛऔΓͳ͕Βɺࢠͷڍಈݻମͷ
ُ྾ͳͲͷେنγϛϡϨʔγϣϯ

Λ͍ͯͬߦ·͢ɻ
Θ͍ͬͯΔͷɺϓϥεܞ͕ࢲ
ϚΠφεͷిՙΛࢠཻͨͬ࣋ʢϓϥ
ζϚʣͷڍಈͷγϛϡϨʔγϣϯʹ
ඞཁͳࢉܭΛɺίϯϐϡʔλͰΑΓ
Ͱ͢ɻϓڀݚΔͨΊͷ͢ࢉܭʹߴ
ϥεͱϚΠφεҾ͖߹͏ੑ࣭͕͋
ΔͨΊɺిۃ࣓ੴΛ༻ͯ͠Ճ
͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻͦͷͨΊɺਓ
͍༺ʹӴͷਪਐྗΊ͖ͬஔ
ΒΕ·͕͢ɺίϯτϩʔϧ͕͘͠ɺ
ͦͷઃܭʹγϛϡϨʔγϣϯ͕׆༻
͞Ε͍ͯ·͢ɻ
औΓΜͰ͍ΔͰɺ࿈͕ࢲ
ཱҰํ࣍ఔࣜΛղ͘部ʹେ͖ͳ࣌
͕͔͔͍ؒͬͯΔͨΊɺॲཧͦͷ
ͷͷɺฒྻԽͷํ๏ɺࢉܭʹ

༗རͳσʔλͷอଘํ๏ͳͲΛݕ౼
͠ɺਆށେ学ࢉܭՊ学ڀݚηϯλʔ
ͷК-computerͳͲͷεʔύʔίϯ
ϐϡʔλGPUϚγϯͳͲΛ༻ͯ͠ ɺ
ධՁ͍ͯ͠·͢ɻ
ɺ؆୯ʹࣔͤΔ݁Ռ͍͓ͯʹڀݚ
ʹ͋·Γҙຯ͕ͳ͍ͷͰɺطଘݚ
Γฦͯͦ͠܁Λ౼ݕͷௐࠪԾઆڀ
ΕͰ্ख͍͔͘ͳ͍͕ؒ࣌ଟ͋͘
Γ·͢ɻͦΜͳ࣌ɺࠜຊతͳͱ͜
Ζ͔Β͑ߟͨ͠Γɺৗʹ͕಄
ͷதʹͯͬ࠲ډৗੜ͕׆··ͳΒ
ͳ͍͜ͱ͋Γ·͢ɻͦΕ͚ͩʹɺ
Կ͔ͷޱࢳΛ௫Ίͨ࣌ͱͯ͠خ
͍Ͱ͢ɻͦͷதͰಘͨࣝํ͑ߟ
ɺ࣍ͷ՝ʹऔΓΉͨΊͷେ
ͳ࢈ࡒʹͳ͍ͬͯ·͢ɻ

塩谷  明美さん ใཧ学部 ઌ学ૅج՝ఔ ࣾձਓίʔε ଔۀ
େ学Ӄใཧ学ڀݚՊ
ใɾωοτϫʔΫ学ઐ߈ 博士後期՝ఔ3

େ学Ͱ学Μͩ͜ͱΛ͞Βʹ͠ٻɺਂ͘͢ڀݚΔ͕େ学ӃͰ͢ɻ
ి௨େͷେ学Ӄʹਐ学ͨ͠ઌഐͨͪʹڀݚ༰Λฉ͍ͯΈ·ͨ͠ɻ

εʔύʔίϯϐϡʔλͳͲͷಛΛ׆
༻͢ΔͨΊͷϓϩάϥϜΛݕ౼͠ɺ࣮
͢·ಈ͔ͯ͠ੑΛධՁ͠ʹࡍ

ࣸਅఏڙɿ
ਆށେ学ࢉܭՊ学
ҭηϯλʔڭ

ӡಈൃݱʹ༻͍Δଟද໘ిܹؾγ
εςϜɻ͞·͟·ͳۃిܹύλʔϯ
Λਓମʹ༩Ͱ͖·͢
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留学で培ったことを将来どう役立てる？

ɹେ学ͰதޠࠃΛཤमͨ͜͠ͱΛ
தʹ࣍ຯ͕͖ɺ2ڵʹ͚͔͖ͬ
͠·ͷϋϧϏϯʹ期ཹ学Λ͠ࠃ
ͨɻকདྷւ֎ͰࣄΛ͢Δͷ͕ເ
ͩͬͨͷͰɺ̏࣍ͷͱ͖ʹͰ
ͷ̍ؒͷަཹ学ɻ४උͱͯ͠
தޠࠃͷݕఆ֨ࢿΛऔಘ͠ɺಉ࣌
ʹཹ学ͷ৹ࠪج४Λ௨ա͢ΔͨΊͷ
ӳྗޠΛ্͛ΔྗΛ͠·ͨ͠ɻ
ɹཹ学ઌͷ୶ߐେ学ࢢʹ͋
ΓɺͰཱࢲͰτοϓͷ૯߹
େ学Ͱ͢ɻ୶ߐେ学Ͱిࢠిؾͷ
ษڧΛ͍ͯ͠·ͨ͠ɻओʹཤमͯ͠
͍ͨͷಋମిࢠճ࿏ͷतۀ

Ͱɺݱͷ学ੜͨͪͱҰॹʹ学ͼ·
ͨ͠ɻ後期͔Βɺը૾ೝূεΩϟ
χϯάͷࣨڀݚʹೖΓɺ༵ʹେ
学Ӄੜͷํ͔Βϓϩάϥϛϯάͷߨ
शΛड͚·ͨ͠ɻ
ɹதޠࠃʹ͍ͭͯ2ؒษͯ͠ڧ
͍ͨͷͷɺ࠷ॳͷ3ϲ݄तۀʹ
͍͍ͭͯ͘ͷ͕ͬͱͰͨ͠ɻ学
ʹ前ۀ͋ΔͨΊɺतޠ༺ͷઐܥ
ͦΕΒͷதޠࠃΛௐΔͱ͜Ζ͔
Β࢝ΊɺઌੜʹཔΜͰतۀΛԻ͞
ͤͯΒ͍·ͨ͠ɻ
ɹ·ͨɺΫϥεϝΠτͱੵۃతʹ
ձΛ͢ΔΑ͏ʹ৺͕͚·ͨ͠ɻҰ

ॹʹษ͢ڧΔ༑ୡͰ͖ͨ͜ͱ͔
ΒɺதޠࠃӳޠͰίϛϡχέʔ
γϣϯΛͱΔػձ͕૿͑ɺͦͷ͓͔
͛ͰतۀͰޠ学໘ͰࠔΔ͜ͱ͕ͳ
͘ͳΓ·ͨ͠ɻதޠࠃͷྗΛ্
ͤ͞Δ͜ͱ͕Ͱ͖ͨͷͪΖΜɺ
TOIECͰΛऔΕΔΑ͏ʹͳ
ΓɺతୡҙࣝΛͯͬ࣋ྗ͢Δ
ྗ͕͍ͭͨͱ͍ࢥ·͢ɻ
ɹब৬ւ֎डͷଟ͍ۀاʹఆ
͠·ͨ͠ɻཹ学Ͱʹ͚ͭͨޠ学ྗ
ͱҟจԽཧղͷྗΛੜ͔͠ͳ͕Βɺ
ੈքͰ׆༂Ͱ͖ΔঁੑΤϯδχΞΛ
͍ͨ͠ࢦͱ͍ͯͬࢥ·͢ɻ

世界で活躍できる
女性エンジニアを目指して

5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

半導体工学の授業 中国語の授業 サークル活動光工学の授業

留学先  ある日のタイムスケジュール

ใཧ学部 ઌਐཧ学Պ

学ίʔε 4ࢠి

ཹ学ઌɿɹ
େ学ɹߐɹ୶ࢢ

ཹ学期ؒɿ1ؒ

Profi le

Name 牧 実咲さん

世界へはばたけ！ UEC WOMAN

留学体験レポート

電通大では国際舞台
で活躍できる学生の

育成に努め、語学留
学や交換留学

などの制度を設けて
います。体験者の声

をお届けします。

休みの日の過ごし方
ɹिɺొࢁαʔΫϧʹೖ͍ͬͯͨ
ͷͰɺʹ͋ΔࢁʹొͬͨΓɺؒ
ͱτϨʔχϯάΛͨ͠Γ͍ͯ͠·ͨ͠ɻ
期ٳΈͷ࣌ʹɺਓͷ༑ୡͷ࣮
ՈʹϗʔϜεςΠΛ͠ͳ͕Βɺத
Λཱྀ͠ߦ·ͨ͠ɻ

ɹࡏݱཹ学Ͱഓͬͨޠ学ྗΛੜ͔͠
ͯɺதޠࠃͰͷ٬ͷΞϧόΠτϘ
ϥϯςΟΞ׆ಈΛ͍ͯͬߦ·͢ɻͦ͠
ͯɺࣾձਓʹͳͬͯཹ学Ͱഓͬͨߦ
ಈྗͱޠ学Λੜ͔ͯ͠ࣄΛ͍͖ͯ͠
͍ͨͱ͍ͯͬࢥ·͢ɻ

未来をつくる研究

内田  めぐみさん ใཧ学部 ઌਐཧ学Պ ޫΤϨΫτϩχΫείʔε ଔۀ
େ学Ӄใཧ学ڀݚՊ 
博士後期՝ఔ1 ߈学ઐ൫ཧج

ಛघͳޫϑΝΠόͰ૿෯͞ΕΔޫίϜͷ
ɺঢ়ଶͳͲڑܗɻ༷ʑͳͷͷݯޫ
ΛۃΊͯਫ਼ີʹଌΔ ͱ͕͜Ͱ ·͖͢

「レーザー」で「精密に」ものを測る
研究を通じて得た人とのつながりも財産のひとつです
େ学ೖ学ॳ·ͬͨ͘૾Ͱ͖

ͳ͔ͬͨΑ͏ͳੈքͰɺࢲ͍·ݚ
Λ͍ͯ͠·͢ɻڀ
ඒೱౡࣨڀݚΛॳΊͯ๚Εͨͷ

େ学2ੜͷͱ͖Ͱͨ͠ɻڀݚ༰
ͱͯ͘͠ɺ学部ੜͷࢲʹ΄
΅ཧղͰ͖·ͤΜͰͨ͠ɻͨͩɺඒ
ೱౡڭतͱ͓ͨͨ͠͡ײʹ࣌ฒʑ
ͳΒ͵ҙͱɺʮޫίϜͱ͍͏Ϩʔ
βʔʹੌ͍Մੑ͕͋Δʯͱ͍
͏͜ͱ͚ͩയવͱ͡ײΔ͜ͱ͕Ͱ
͖ɺ৽͍͠ੈքʹඈͼࠐΉͪ࣋ؾͰ
ೖΓ·ͨ͠ɻʹࣨڀݚ
ςʔϚʹબΜͩͷɺϨʔβʔڀݚ
Λܗݩ࣍3ͨͬঢ়ܭଌख๏ͷ։ൃ
Ͱ͢ɻޫίϜͱ͍͏ਫ਼ີͳϨʔ
βʔΛͯͯࣸਅΛࡱΔ͚ͩͰɺ3

ΛҰॠͰ৭͚ը૾ʹมܗͷݩ࣍
ͯ͠ଌΔ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻߴͰਫ਼
ଌͰ͖ΔͷͰɺ͞ܭΛܗͷݩ࣍3ʹີ
·͟·ͳԠ༻͕期͞Ε͍ͯ·͢ɻ
ڀݚવʹɺඒೱౡઌੜ͕͜ͷۮ
ΛॳΊͯൃද͕ͨ͠ࢲੜ·Εͨ
Ͱ͋Γ·͢ɻͨ͘͞Μͷਓ͕ਓ
ੜΛ͔͚ͯܞΘΓൃల͍ͯ͘͠ڀݚ
ʹɺࢲؔΘΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δͱɺࣗ
ͷςʔϚ͕ܾ·ͬͨͱ͖ɺ͞͠خ
ͱڞʹಠಛͳۓு͕͋ײΓ·ͨ͠ɻ
ॳΊͷࠒࣦഊ͔ΓͰɺམͪࠐ
Ήʑ͕ଓ͖·ͨ͠ɻͳ͔ͳ͔݁Ռ
͕ग़ͳ͍ͱࣨڀݚʹΓ͕ͪʹͳΓɺ
ͱͯੈ͍ڱքͰੜ͖͍ͯΔΑ͏ʹ
Δ͜ͱ͋Γ·ͨ͠ɻ͡ײ
సػͱͳͬͨͷɺࡍࠃ学ձͰͷ

ൃදͰͨ͠ɻۤ࿑ͯ͠ಘͨσʔλΛ
ൃදͰ͖Δتͼ͞Δ͜ͱͳ͕Βɺ
ࠃ௨ͷ͕͋Εɺڞͱ͍͏ڀݚ
ཱΛӽ͑ͯަྲྀ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖
Δɻখ͞ͳੈքͰࣦͨͩഊΛ܁Γฦ
͍ͯ͠Δ͚ͩʹͨ͑ࢥʑ૾Ҏ
ɻͨ͠·͍͕ͯͬܨʹքੈ͍ʹ্
ಋͱνϟϯεΛ੯͠Έͳͩ͘͘ࢦ
ͬͨ͞ඒೱౡઌੜͱͷग़ձ͍Λػ
ʹɺڞʹ᛭ୖຏ͖ͯͨࣨ͠ڀݚͷ
ϝϯόʔୈҰઢͰ׆༂͞Ε͍ͯΔ
Γ͕ܨͷํʑͳͲɺਓͱͷऀڀݚ
ͦ͜Ͱಘͨେ͖ͳ࢈ࡒͷ1ͭͰ͢ɻ
ࣗͷΒͳ͍৽͍͠ੈքʹઓ
ͯ͠Έ͍ͨɻࢲʹͱͬͯͦͷح
৺͕ɺࣗΛେ͖͘ม͑Δ͖͔͚ͬ
ʹͳͬͨͱࠓ͍ͯ͡ײ·͢ɻ
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● 2018年度  1年次コンピュータ教育のカリキュラムの内容
ίϯϐϡʔλϦςϥγʔʢ前学期ʣ
ୈ1ճ ίϯϐϡʔλͷར༻ͱೝূ
ୈ2ճ Πϯλʔωοτͷݪཧ
ୈ3ճ ωοτϫʔΫͱ҆શੑ
ୈ4ճ ίϯϐϡʔλͷಈݪ࡞ཧ
ୈ5ճ ϑΝΠϧγεςϜͱϑΝΠϧૢ࡞
ୈ6ճ ςΩετϑΝΠϧͱΤσΟλ
ୈ7ճ ίϯϐϡʔλγεςϜͱOS

ୈ8ճ ϑΟϧλͱγΣϧεΫϦϓτ
ୈ9ճ ϚʔΫΞοϓʹΑΔςΩετܗ
ୈ10ճ άϥϑΟΫε/ਤͱද
ୈ11ճ ΞΧσϛοΫϦςϥγʢ૯߹࣮शʣ
ୈ12ճ HTML/CSSʹΑΔWebϖʔδهड़
ୈ13ճ WebͱใΞʔΩςΫνϟ
ୈ14ճ WebαΠτͷઃܭ/࡞ʢ૯߹࣮शʣ
ୈ15ճ ιϑτΣΞ։ൃͱςετέʔε

ͼԋशʢ後学期ʣٴϓϩάϥϛϯάૅج
ୈ1ճ ϓϩάϥϛϯάೖɺ༷ ʑͳࠩޡ
ୈ2ճ ذͱ෮ɺੵ
ୈ3ճ ༺ͷ߹ͤɺྻͱͦͷརߏޚ੍
ୈ4ճ खଓ͖ͱநԽɺݺؼ࠶ͼग़͠
ୈ5ճ ྻɺϨίʔυɺը૾ݩ࣍2
ୈ6ճ ը૾ͷੜʢ૯߹࣮शʣ
ୈ7ճ ྻΞϧΰϦζϜɺྔࢉܭ
ୈ8ճ ࢉܭ ʢྔ2ʣɺཚͱϥϯμϜੑ
ୈ9ճ ΦϒδΣΫτࢦ
ୈ10ճ ಈతσʔλߏɺใӅณ
ୈ11ճ ղٻɺf(x) = 0 ͷݴͱએܕ
ୈ12ճ ·͟͞ͳͳܕɺಈతܭը๏
ୈ13ճ จྻࣈͷૢ࡞ɺύλʔϯ୳ࡧ
ୈ14ճ ࡧମɺදͱ୳ߏ
ୈ15ճ νʔϜʹΑΔ։ ʢൃ૯߹࣮शʣ

●  国立5大学　単位互換制度

Ұڮେ学

౦ژ
େ学

౦ژ学ܳ
େ学

電気通信
大学

౦ޠࠃ֎ژ
େ学

From Mother

from Daughter

0
ʢԁʣ

20ສ

40ສ

60ສ

80ສ

120ສ

140ສ

100ສ

௨৴େ学ؾి ௨৴େ学ؾి
େ学Ӄ

ۉେ学େ学Ӄฏཱࢲ
ʢཧɾɾʣ

535,800円

तۀྉ
ʢ1ؒʣ

ೖ学ۚ
282,000円

535,800円

तۀྉ
ʢ1ؒʣ

ೖ学ۚ
282,000円

ۉେ学ฏཱࢲ
ʢཧܥʣ

1,048,763ԁ

तۀྉ
ʢ1ؒʣ

ೖ学ۚ
262,436ԁ

ઃઃඋඅࢪ
190,034ԁ

ฏ26

ઃઃඋඅࢪ
100,857ԁ

814,409ԁ

तۀྉ
ʢ1ؒʣ

ೖ学ۚ
221,645ԁ

電気・通信分野はもちろん、
理工系の幅広い専門分野を学べます

ి௨େͰ学Δͷిؾɾ௨৴͚ͩͰ͋Γ·ͤΜɻใɾ
ྉՊ学ɺੜ໋Պ学ɺޫՊ学ɺࡐɾ௨৴ͷཁૉΛϕʔεʹɺؾి
ΤϨΫτϩχΫεɺϩϘςΟΫεɺػց学ɺϝσΟΞɺܦӦ
Λ学Ϳ͜ͱ͕͍ΒԠ༻·Ͱɺ෯͔ૅجͷܥ学ͳͲཧ
Ͱ͖·͢ɻߴͳઐੑͱ༏Εͨਓ֨Λ݉Ͷඋ͑ͨଔۀੜɺ
ධՁΛड͚͍ͯ·͢ɻ͍ߴձͰࣾࡍࠃ

ి௨େͰͲͷΑ͏ ͳ
専門分野Λ学Δͷʁ

QD
au

ghter's

A

͜Ε·Ͱύιίϯϓϩάϥϛϯάͷ͕ݧܦͳ͔ͬͨਓͰ͝
҆৺Λɻి௨େͰଔۀ·ͰʹதڃϨϕϧͷϓϩάϥϛϯά
ྗ͕ʹͭ͘ΧϦΩϡϥϜΛ༻ҙ͍ͯ͠·͢ɻίϯϐϡʔλʹ
ۤखҙ͕ࣝ͋Δ学ੜͰɺڭһͷஸೡͳࢦಋ༑ͩͪಉ士
ͷॿ͚߹͍ʹΑͬͯɺߴͳࣝΛʹ͚ͭɺͦΕͧΕͷເΛ
ɻ͢·͍ͯ͠ݱ࣮

パソコンの経験͕
少ない͚Ͳେৎ͔ͳʁ

QD
au

ghter's

大丈夫です。卒業までに
プログラミング能力が身につきます

A

中学・高等学校の数学と理科、
高校の情報の教員免許を取得できます

औಘͰ͖Δத学ɾߴ学ߍͷڭһ໔ڐԼදͷͱ͓ΓͰ͢ɻͦͷ
ଞɺྨɾ՝ఔʹԠͯ͡ݧࢼ֨ࢿՊͷҰ部໔আɺ͞·͟·ͳࢿ
֨ͷऔಘ͕ՄͰ͢ɻ·ͨɺใॲཧٕज़ऀͳͲɺࠃՈ֨ࢿݕ
ఆݧࢼʹΑΔೝఆΛಘΔ学ੜଔۀੜଟ͍·͢ɻ

● 取得できる資格（所属類・課程により異なります。2018年度入学者）

ɾྨ՝ఔ ᶗྨ ᶘྨ ᶙྨ ઌ学
՝ఔʢؒʣૅج

໔ڐ

த学ߴɾ 学ڭߍ་Ұछʢ学ʣ ˔ ˔ ˞1 ʔ ˔

த学ߴɾ 学ڭߍ་ҰछʢཧՊʣ ʔ ˔ ˞2 ˔ ʔ

་Ұछʢใʣڭߍ学ߴ ˔ ˔ ˞1 ʔ ʔ

ˎ ਃதɻͨ ͩ͠ɺจ部Պ学লʹ͓͚Δ৹ࠪͷ݁Ռɺ༧ఆ͍ͯ͠Δڭ৬՝ఔͷ։ઃ
ͱͳΔՄੑ͕͋Γ·͢ɻߋ期͕ม࣌
ˎ ᶘྨબ͢ΔڭҭϓϩάϥϜʹΑͬͯऔಘͰ͖Δڭҭ໔͕ڐҟͳΓ· ʢ͢˞1ɺ˞ 2ʣɻ
˞1 ηΩϡϦςΟใ学ɺใ௨৴学ɺి ใ学ࢠ
ଌɾ੍ܭ 2˞ γεςϜɺઌϩϘςΟΫεޚ

A

ͲΜͳ資格͕औΕΔͷʁQD
au

ghter's

女子の比率は10%を超えています
ి௨େใཧ学Ҭͷঁࢠೖ学ऀ
ɺฏ30114໊ɺಉ29
93໊ɺಉ28105໊ɺಉ27
103໊ɻి௨େʹ学ੜڭһ
உঁ͕ൃ׆ʹҙݟΛަΘ͠ɺ学
Ϳ͜ͱͷͰ Δ͖͕͋ڥΓ·͢ɻੑ
ผʹ͔͔ΘΒͣɺ֤ʑ͕͍ޓΛೝ
Ίɺଚॏ͋͠͏ɻͦͷݧܦԿΑ
ΓͷๅͰ͢ɻ

30 29 28 27
114 93 105 103

˔ ใཧ学Ҭʢ学部ʣ
ฤೖ学ऀʣ࣍ͼ3ٴೖ学ऀ࣍学ੜೖ学ऀʢ1ࢠঁ   

A

女子どれくらい͍ΔͷʁQD
au

ghter's

娘と母の疑問を解決!

電気通信大学

なんでもQ&A

調布駅周辺はひとり暮らしに便利なまち。
学生寮を備えた100周年キャンパスを新設。

ి௨େͷ۠ΩϟϯύεೆଆʹҐஔ͢Δ100पΩϟϯύεʢUEC Portʣʹ学ੜ॓ࣷ2౩
Λඋɻ部ʹࣨݸλΠϓͱϢχοτλΠϓ͕͋Γɺঁࢠઐ༻ϑϩΞΛඋ͍͑ͯ·͢ɻ·
ͨɺΩϟϯύεͷ͋ΔௐӺपลʹຽؒͷঁࢠྈঁੑઐ༻ϚϯγϣϯͳͲɺηΩϡϦς
Οͷ͍ߴ͕݅๛Ͱ͢ɻ

 ひとり暮らし をさせても大丈夫？

A

Q
Mother's

大学院に進学する女子学生も
増えています。
プラス2年を念頭に置くと安心です

Q

ཧܥͷ学ੜͷେ学Ӄਐ学உঁͱߴ·͓ͬͯΓɺి௨େͰ
学ੜͷ͕େ学Ӄʹਐ学͍ͯ͠·͢ɻ博士前期ʢम士ʣࢠঁ
՝ఔ2Ͱ͢ɻ4ͱ͑ߟΔ͔ɺ6ͱ͑ߟΔ͔Ͱ学අͷ߹ܭ
ֹʹ͔ͳΓͷ͕ࠩग़ΔͷͰɺܭۚࢿըͷࡍେ学4ؒ+େ学Ӄ
2Λ೦಄ʹஔ͘ͱ҆৺Ͱ͢ɻ

理工系は 学費が大変そう 。
大学院まで行く場合の費用は？ 

A

Mother's

電通大女子の就職率は
100%に近い実績を誇ります

Q

ి௨େ͕ࣾձʹഐग़͖ٕͯͨ͠ज़ऀɾऀڀݚɺۀ࢈ք͔Β͍ߴ
ධՁΛಘ͓ͯΓɺຖͷब৬ཱެࠃେ学ͷதͰτοϓΫϥ
εͰ͢ɻʮେ学ਪનʯͰԠืͰ͖Δۀاྫ450ࣾ前後ɻଞʹ
ࡉ͔ͳαϙʔτମ੍ΩϟϦΞڭҭͷ࣮ફͳͲɺ͞·͟·ͳ
Ͱ学ੜΛόοΫΞοϓ͍ͯ͠·͢ɻܗ

 就職 は大丈夫かしら？ 

A

Mother's

生活者の視点と理工系の知識を
持つ女性は、さまざまな企業において
活躍の場が広がっています

Q

近ɺϝʔΧʔͳͲͷۀا։ൃʹঁੑͷࢹΛऔΓೖΕɺ
ଟ༷ͳϢʔβʔͷ࣋ࢧΛ֫ಘ͠Α͏ͱ͍ͯ͠·͢ɻੜऀ׆ͷࢹ
ͱཧܥͷࣝΛͭঁੑͷ期͘ߴɺ׆༂ͷେ͖͘
͕͍ͬͯ·͢ɻ·ͨɺཧࢠঁܥͷϩδΧϧͳํ͑ߟࣾձͷͲ
ͷʹཱ͓͍ͯͭͣͰ͢ɻ

卒業後、女性が
 活躍できる場 はどんなところ？

 社会へ貢献 できる？

A

Mother's

 人文・社会系 の科目はあるの？

もちろん、あります。英語、ドイツ語、
フランス語なども学べます

ཧܥͷେ学͔ͩΒͱ͍ͬͯཧܥՊͷ͔ٛ͠ߨड͚ΒΕͳ͍
Θ͚Ͱ͋Γ·ͤΜɻ෯ڭ͍ཆͱੑΛඋٕ͑ͨज़ऀɾऀڀݚ
Λҭ͢ΔͨΊͷ学ͱͯ͠ɺ学৺ཧ学ɺ֎ޠࠃͳͲɺ͞·
͟·ͳ૯߹จԽՊ͕༻ҙ͞Ε͍ͯ·͢ɻ

A

ਓจɾࣾ ձՊ学Պɹɹɹ
学ʗ৺ཧ学ʗՊ学࢙ʗඒज़ʗ๏学ʗ
จԽਓྨ学  ͳͲ

จԽՊޠݴ
ӳޠʗυΠπޠʗϑϥϯεޠʗϩγΞޠʗ
தޠࠃʗؖࠃேޠɹͳͲ

ཧڭܥཆՊɹɹɹɹɹӉɾٿՊ学ʗࡐྉԽ学ʗੜ学  ͳͲ

ɾεϙʔπՊ学Պɹ݈߁݈ ɾମྗͭ߁ Γ࣮͘श  ͳͲ

Q
Mother's

ੜ͔Βͷߴࢠঁ
Q&A
ಈը൛ʢYouTubeʣ
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就職
 38人

就職

53人

大学院進学 

53人

その他1人

2017年度
学域女子学生
の進路

社
会
は
、

多
く
の
女
性
研
究
者
・

技
術
者
の
活
躍
を

待
ち
望
ん
で
い
ま
す

”

“

電通大女子が就職に強い理由

電通大OGと
現役女子学生の
タテの絆が強い

ి௨େঁࢠ学ੜ͕ଟ͋͘Γ·ͤΜ͕ɺࡏ
学ੜͱΑΓɺOGͱ学ੜͷλςͷឺ͕ڧ
͘ɺब৬׆ಈʹ͍ͭͯྗڠతͳͷ͕ϝϦο
τͰ͢ɻ߹ಉۀاઆ໌ձOGɾOBʹΑΔ
ձࣾઆ໌ձͰɺ学ੜͱଔۀੜ͕ΑΓີʹ
Λ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖ΔͨΊɺब৬ʹର͢Δ学
ੜͷرෆ҆ʹ͍ͯͬࢥΔ͜ͱͳͲ૬ஊ
͍͕͋͢͠Γ·͢ɻ

女性が働きやすい
職場が多く、女性の
キャリアプランに有利

ՋͳͲɺಇ͘ঁੑΛαϙʔτ͢ٳࣇҭٳ࢈
Δརްੜ͕͔ͬ͠Γ͍ɺঁੑऀڀݚٕ
ज़ऀͷΩϟϦΞϓϥϯʹ༗རͳ৬͕ଟ͘
ଘ͢ࡏΔͷɺؒҧ͍ͳ͘౦ژͰ͢ɻ৺ʹ
͍ۙి௨େɺͦͷʹ͓͍ͯܙ·Εཱͨ
ʹ͋Γɺब৬׆ಈʹ༗རͰ͢ɻ

即戦力として多くの
企業から求められている

電通大女子
ి௨େঁࢠͷओͳब৬ઌɺใ௨৴ۀք
ͱɺػցɾిؾɾిࢠɾཧɾԽ学ͷϝʔΧʔ
ͳͲۀքʹେผ͞Ε·͢ɻϓϩάϥϛϯ
άͳͲߴͳٕज़Λʹ͚ͭͨঁࢠ学ੜɺ
ଟ͘ͷۀاͰଈઓྗͱͯ͠期͞Εɺͭ͜͜
ͭͱਅ໘ʹ学ۀʹऔΓΉి௨େঁࢠ学ੜ
ͷ࢟ɺٕज़ऀऀڀݚͱ͔ͯܽͤ͠ͳ͍
ͱධՁ͞Ε͍ͯ·͢ɻ࣭ࢿ

あらゆる角度から学生をバックアップ。
電通大の就職サポート体制

福
田
学
長
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

　

本
学
、
電
気
通
信
大
学
は
、
今
年

2
0
1
8
年
に
創
立
1
0
0
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
そ
の
間
、
常
に
社
会
の

動
向
を
先
取
り
し
て
専
門
分
野
を
拡
充

し
て
来
て
お
り
、
今
で
は
、
物
理
科
学
、

化
学
・
生
命
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
／
フ
ォ

ト
ニ
ク
ス
な
ど
、
科
学
・
技
術
の
基
盤

を
支
え
る
重
要
な
分
野
か
ら
、
ロ
ボ
テ
ィ

ク
ス
、
通
信
、
制
御
、
光
工
学
、
さ
ら

に
情
報
、
メ
デ
ィ
ア
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、

人
工
知
能
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
解
析
な
ど
、

現
在
及
び
未
来
の
社
会
の
持
続
的
発
展

を
支
え
る
た
め
に
必
要
な
先
端
的
科

学
・
技
術
分
野
を
担
う
に
至
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
高
度
化
と

と
も
に
、
既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い

境
界
・
融
合
領
域
の
学
問
の
創
造
に
向

け
邁
進
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
が
今
、
未
来
の
あ
る
べ
き
社
会

と
し
て
世
界
に
先
駆
け
そ
の
実
現
を
目

指
し
て
い
る
〝
超
ス
マ
ー
ト
社
会
〞は
、

『
必
要
な
も
の
・
サ
ー
ビ
ス
を
、
必
要
な

人
に
、
必
要
な
時
に
、
必
要
な
だ
け
提

供
し
、
社
会
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
き
め

細
か
に
対
応
で
き
、
あ
ら
ゆ
る
人
が
質

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
、
年
齢
、

性
別
、
地
域
、
言
語
と
い
っ
た
様
々
な

違
い
を
乗
り
越
え
、
活
き
活
き
と
快
適

に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
社
会
』と
定

義
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
目
標
を
貫
く

も
の
は
「
多
様
性
の
尊
重
と
そ
れ
へ
の
対

応
」及
び「
万
人
の
真
の
豊
か
さ
」で
す
。

そ
の
実
現
に
は
、
様
々
な
視
点
・
価
値

観
を
有
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
真
の

幸
せ
を
追
究
し
創
出
す
る
こ
と
の
で
き

る
多
様
な
研
究
者
・
技
術
者
が
必
要
で
、

こ
の
こ
と
こ
そ
が
、
今
、
社
会
が
多
く

の
女
性
研
究
者
・
技
術
者
の
活
躍
を
待

ち
望
ん
で
い
る
理
由
で
す
。

　

理
工
系
分
野
を
将
来
に
向
け
た
選
択

肢
と
考
え
て
い
る
あ
な
た
！ 

電
気
通

信
大
学
で
、
一
緒
に
、〝
超
ス
マ
ー
ト
社

会
〞の
実
現
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。
電

気
通
信
大
学
は
、
社
会
も
認
め
る
し
っ

か
り
し
た
基
礎
教
育
と
学
修
者
主
体
の

選
択
自
由
度
の
高
い
専
門
教
育
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
女
子
学
生
寮
な
ど
の

環
境
も
整
え
て
、
多
く
の
女
子
学
生
の

方
々
の
挑
戦
を
待
っ
て
い
ま
す
。

電通大の高い就職率を支える3本柱

就職説明会の開催と
個別相談により、
学生をサポートする

「就職支援室」

類の専門にあった
就職情報を収集できる

「各類・専攻
就職事務室」

OG・OBが名を連ねる

「目黒会」が企業別
就職相談会を開催1 2 3

　全学組織の学生支援センターには「就
職支援室」が置かれ、学域3年生と大学
院1年生などを対象に、年間10回程度の
就職説明会を開催しています。個々の学
生に対しては、キャリアカウンセラーに
よる個別相談や自己PR文の作成支援、
面接指導など、学生の相談に応じて、き
め細やかにサポート。女子学生向けセミ
ナーのほか、保護者向けにも就職ガイダ
ンスを開催しています。

　就職事務室は各類・専攻に配置され、
指導教員のほか、就職指導委員の教員
に相談できるので、学生一人ひとりの
専門と希望に添ったアドバイスを受け
られます。先輩の就職活動報告書を閲
覧し、実際の就職活動に関する情報に
詳しく触れることができる点も学生に
好評です。また、就職事務室が窓口と
なり、大学全体で電通大OG・OBに
よる会社説明会も開催しています。

　目黒会は、電通大OG・OBが1万
人以上、名を連ねている組織で、学生
向けに企業研究会や企業別就職相談会
を開催しています。社会で活躍する多
くの先輩たちのサポートにより、毎年、
多くの企業と学生のマッチングの場を
提供。目黒会ではこのほか企業研究誌
を発行しており、学生たちの企業研究
の助けになっています。

大学院博士前期（修士）課程女子学生の就職実績 

トヨタ自動車株式会社／株式会社日立製作所／キヤノン株式会社／株式会
社リコー／ソニー株式会社／東日本旅客鉄道株式会社／日本電気株式会社
／富士通株式会社／株式会社デンソー／横河電機株式会社／古河電池株式
会社／エヌ・ティ・ティ・コミュニケーションズ株式会社／エヌ・ティ・ティ・ア
ドバンステクノロジ株式会社／ヤンマー株式会社／株式会社日立国際電気
／丸紅 ITソリューションズ株式会社／SCSK株式会社／数研出版株式会社／
株式会社ダイフク／SMK株式会社／株式会社ビッグツリーテクノロジー＆
コンサルティング／株式会社コモドソリューションズ／アズビル株式会社／
KDDI株式会社／農中情報システム株式会社／キーウェアソリューションズ株
式会社／NRIネットコム株式会社／クインタイルズ・トランスナショナル・ジャ
パン株式会社／株式会社堀場製作所／日本精機株式会社／株式会社コルグ
（順不同）

株式会社日立製作所／三菱電機株式会社／横河電機株式会社／キヤノン株式会社／オリンパス株式会株式会社日立製作所／三菱電機株式会社／横河電機株式会社／キヤノン株式会社／オリンパス株式会
社／株式会社リコー／日本アイ・ビー・エム株式会社／日本航空株式会社／株式会社 ドコモ／ヤフー社／株式会社リコー／日本アイ・ビー・エム株式会社／日本航空株式会社／株式会社NTTドコモ／ヤフー
株式会社／株式会社エヌ・ティ・ティ・データ・フロンティア／本田技研工業株式会社／日本放送協会／ル株式会社／株式会社エヌ・ティ・ティ・データ・フロンティア／本田技研工業株式会社／日本放送協会／ル
ネサスエレクトロニクス株式会社／凸版印刷株式会社／株式会社エヌ・ティ・ティ・データ／株式会社スクネサスエレクトロニクス株式会社／凸版印刷株式会社／株式会社エヌ・ティ・ティ・データ／株式会社スク
ウェア・エニックス／京王電鉄株式会社／株式会社日立国際電気／株式会社日立情報通信エンジニアリウェア・エニックス／京王電鉄株式会社／株式会社日立国際電気／株式会社日立情報通信エンジニアリ
ング／株式会社日立マネジメントパートナー／MIRAI-LABO株式会社／MUS情報システム株式会社／ング／株式会社日立マネジメントパートナー／MIRAI-LABO株式会社／MUS情報システム株式会社／
NECソリューションイノベータ株式会社／NECネットワーク・センサ株式会社／ 株式会社／インクリNECソリューションイノベータ株式会社／NECネットワーク・センサ株式会社／Sky株式会社／インクリ
メント・ピー株式会社／インフォコム株式会社／グローブライド株式会社／株式会社コーエーテクモホーメント・ピー株式会社／インフォコム株式会社／グローブライド株式会社／株式会社コーエーテクモホー
ルディングス／ゲームスタジオ株式会社／トピー工業株式会社／パーソルプロセス＆テクノロジー株式ルディングス／ゲームスタジオ株式会社／トピー工業株式会社／パーソルプロセス＆テクノロジー株式
会社／フコク情報システム株式会社／株式会社Cygames／株式会社Signite／株式会社アイエイエフ会社／フコク情報システム株式会社／株式会社Cygames／株式会社Signite／株式会社アイエイエフ
コンサルティング／株式会社インフォセンス／株式会社エイ・イー・エス／株式会社システムサイエンス研コンサルティング／株式会社インフォセンス／株式会社エイ・イー・エス／株式会社システムサイエンス研
究所／株式会社フルスピード／株式会社ラック／株式会社ロボケン／住友重機械工業株式会社／日本航究所／株式会社フルスピード／株式会社ラック／株式会社ロボケン／住友重機械工業株式会社／日本航
空電子工業株式会社／日本電気通信システム株式会社／真田特許事務所／東京学館船橋高等学校／空電子工業株式会社／日本電気通信システム株式会社／真田特許事務所／東京学館船橋高等学校／
独立行政法人製品評価技術基盤機構／外務省／市原市役所（順不同）

就職実績

2017年度　
大学院博士前期（修士）課程
女子学生の進路

進学2人 その他 2人

（就職希望者に対する割合）
就職率 100％

大学院生の強みは高度なカリキュラ
ムを積み重ね、ものづくりにおいて、
高い技術力の基礎を身につけている
ことにあります。技術開発を進める
多くの企業では、人材を求めており、
大学院生は学域生よりもさらに就職
で有利といえます。

電気通信大学は男女とも高い就職実績を誇り、2017年度卒業の電通大女子学生
は学域、大学院博士前期（修士）課程とも100%の就職率（就職希望者に対する割合）
を実現しています。その高い就職率を支えているのは、「就職支援室」「就職事務
室」「目黒会」の電通大の3つの柱にあります。

就職率
100%

2017年度 学域女子学生

（就職希望者に対する割合）

大学院生はさらに有利

電通大女子の就職は全国トップレベル



Environmental arrangement

女子学生のための支援と環境
電通大では、女子学生がより積極的に学修や研究に取り組むことができるよう、
さまざまな支援と環境の整備を行っています。

奨 学 金  入学時20万円　2年次から4年次の間、1年ごとに10万円
を支給。　※一括支給し、返還は不要。

授業料免除 卒業まで4年間の全額又は半額免除   
  ただし、奨学金、授業料免除とも2年次以降については学

業成績などにより判定。

採用者数 男子学生、女子学生各10名以内

申請資格 ● 平成31年度電気通信大学情報理工学域一般入試の受
験を予定し、本学への入学を強く希望する者

 ● 日本の高等学校、中等教育学校又は特別支援学校の高等
部を卒業した者、あるいは平成31年3月に卒業見込みの者　

 ● 学業成績・人物ともに優秀で、本学入学後の修学にお
いて経済的な支援を必要とする者　

 ● 入学後、奨学生の活動に協力し、大学の発展に貢献す
る意欲のある者

申請期間 平成30年11月1日（木）～11月30日（金） 
  詳しくは大学のWebサイト、または奨学金募集要項を確

認してください。

1.潜在的女子受験生・高校生に対する広報・啓発活動
2.女子寮の新設
3.優秀な女子学生に興味を持ってもらうための制度・体制作り
4.入学後の女子学生への支援
5.女子学生の就業支援
6.出産育児にかかわる学生・教職員への支援制度（男女共通）

Support サポート

環境整備

UEC修学支援奨学金（予約型） UEC-Port 学生宿舎 「ドーム友達」 「ドーム絆」

　電通大では本学への入学を希望し、理工系分野に強い興
味と探究心を持ち、学修意欲あふれる学生のみなさんに、
入学後の修学に必要な経済的支援を行う奨学金制度を導入
しています。
　この制度は「UEC就学支援奨学金（予約型）」と呼ばれ、
入学時に20万円を支給し、2年次から4年次までの間、1年
ごとに10万円を支給する、返還を要しない奨学金と、4年
間の全額又は半額の授業料免除です（2年目以降について
は学業成績などによる判定を行います）。採用者数は男女
とも各10名以内です。

　電通大は2018年12月で創立100周年。これを記念して、
2017年、100周年キャンパス内に日本人学生と留学生との
活発な交流を図るため、学生宿舎「ドーム友達」と「ドーム
絆」を整備。それぞれ女子専用フロアを用意しています。

男女共同参画推進宣言 女子中高生の理工系進学を応援します！

　電通大では、2018年に創立100周年を迎えるにあたり、
めざすべき大学像をとりまとめた「UECビジョン2018」と、
ビジョンを実現するための具体的な活動計画として、「ア
クションプラン」を策定しています。
　そのひとつに男女共同参画の推進があり、性別にとらわ
れず活躍できる環境の整備と、その具体的方策として、次
のようなアクションプランを実践しています。

　電通大の男女共同参画・ダイバーシティ戦略室では、理
工系への進学を検討している女子中高生の方々のために、
以下の取り組みを行っています。それぞれの項目に対する
イベント情報は、大学のホームページで、随時お知らせい
たします。ぜひ理工系進学のための参考にしてください。
みなさんのご参加をお待ちしています。

7.4帖ある広 と々した居室は鍵付きの
扉でプライベート空間を確保していま
す。各個室には遮音性の高い壁を採
用。共用ラウンジやシェアキッチンで
は入居者同士の交流を深められます。

① 6つの個室と共用スペースでひとつのユニットを構成 
ドーム友達（ユニットタイプ）

契約年数1～2年
全180室家賃 共益費 敷金

37,700円 3,000円 40,700円

1Kタイプの個室にはシャワーユニット、
トイレ、キッチン完備。クローゼットは
スーツケースも収納できるサイズで、
遮音性の高い壁を採用しています。

② ワンルームタイプの個室を備えた   
ドーム絆（個室タイプ）

契約年数1～2年  
全220室家賃 共益費 敷金

42,700円 5,000円 47,700円

男女共同参画・ダイバーシティ戦略室では、ダイバーシティの推進に向けて、
研究支援員配置、保育園・託児室、ワーク・ライフ・バランス相談、シンポ
ジウムや各種セミナーの開催など、さまざなま取り組みを行っています。

電気通信大学 男女共同参画・ダイバーシティ戦略室
E-mail:ge-staff-ml@uec.ac.jp

1.女性研究者や企業で活躍する理系女子の先輩による講演会
2.女子中高生と女性研究者・技術者との懇談会
3.モノづくり研究体験合宿
4.先端研究をリードする企業のラボ見学・体験
5.女子中高生保護者・中高教員と大学教員・
 理工系企業関係者との懇談会
※随時、ホームページ（http://www.ge.uec.ac.jp）にてご案内中！


